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年
度
並
み
で
す
。
平
成
26
年
度
の
状
況
は
、
前

年
度
を
大
き
く
上
回
る
状
態
で
推
移
し
て
お
り
、

運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
平
成
25
年
度
医

療
に
係
る
総
額
が
十
億
千
七
百
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
民
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
健
康
管
理
に
留

意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
衛
生
関
係
業
務
に
つ
い
て

　
　

津
山
圏
域
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始
に

伴
う
、
指
定
ゴ
ミ
袋
の
導
入
に
つ
い
て
は
「
指

定
ゴ
ミ
袋
導
入
検
討
会
」
を
設
置
し
、
幅
広
く

意
見
を
聞
い
た
う
え
で
今
後
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　
　

７
月
末
の
要
支
援
及
び
要
介
護
の
認
定
者
数

は
三
百
九
十
四
名
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
は
、「
第
六
期
介
護
保
険
計
画
」
の

策
定
年
度
で
、
介
護
給
付
の
状
況
や
介
護
予
防

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
今
後
の

介
護
給
付
見
込
み
等
に
つ
い
て
介
護
保
険
計
画

策
定
委
員
会
で
検
討
し
、
要
介
護
者
の
抑
制
と

状
態
の
悪
化
の
予
防
に
向
け
た
、
介
護
予
防
事

業
や
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
の
実
施
や
地
域
サ

ロ
ン
の
活
用
、
よ
り
効
果
の
あ
る
新
し
い
総
合

事
業
を
整
備
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
計

画
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　

高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
は
、
今
年
度
か
ら

年
額
六
万
円
に
増
額
し
て
交
付
し
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
保
護
者
の
方
の
負
担
が
軽
減
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

保
育
園
は
、
現
在
七
十
八
名
の
保
育
を
行
っ

て
お
り
、
元
気
に
園
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
病
児
保
育
事
業
も
、
奈
義
フ
ァ

ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

早
期
開
始
を
目
指
し
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ
る
「
奈
義
町

子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
に
向

け
、
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
で
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、「
子
育
て
応
援
宣
言
」
の
町
と
し

◆
防
災
に
つ
い
て

　
　

11
月
１
日
㈯
に
、
奈
義
町
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、
第
２
回
目
の
防
災

訓
練
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
大
規
模
地
震
を
想

定
し
訓
練
を
行
い
ま
す
が
、
広
島
で
起
き
た
豪

雨
災
害
も
踏
ま
え
、
各
地
区
の
特
色
に
応
じ
た

想
定
も
加
え
て
一
人
一
人
が
防
災
・
減
災
へ
の

意
識
を
高
め
訓
練
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
町
民
皆

さ
ん
の
訓
練
へ
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

７
月
に
倉
敷
市
で
女
子
児
童
連
れ
去
り
事
件

が
発
生
し
、
先
般
の
若
者
と
夢
を
語
る
懇
談
会

で
も
、
町
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
希
望
が
出

さ
れ
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く

り
、
子
ど
も
・
女
性
等
弱
者
を
狙
っ
た
犯
罪
の

防
止
等
の
社
会
環
境
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、

岡
山
県
の
補
助
金
と
奈
義
町
未
来
基
金
を
活
用

し
て
小
中
学
生
の
通
学
路
を
中
心
に
、
21
基
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
平
成
２５
年
度
決
算
等
に
つ
い
て

　
　

平
成
25
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
で
歳
入
総

額
四
十
七
億
八
千
九
万
二
千
六
十
三
円
、
歳
出

総
額
三
十
九
億
八
千
七
百
三
万
三
千
五
百
八
十

七
円
で
、
実
質
収
支
七
億
八
千
百
四
十
五
万
八

千
四
百
七
十
六
円
、
単
年
度
収
支
一
億
二
千
九

百
五
十
六
万
四
千
四
百
六
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
定
住
促
進
に
つ
い
て

　
　

若
者
定
住
促
進
住
宅
は
、
敷
地
造
成
等
が
完

了
し
、
木
造
二
階
建
て
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
住
宅
12

棟
の
建
築
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
月
か
ら

は
入
居
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

雇
用
促
進
住
宅
は
、
各
居
室
、
屋
上
防
水
工

事
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、
12
月
に
取
得
し
、
年

明
け
以
降
に
入
居
手
続
き
が
行
え
る
予
定
で
す
。

　
　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
五

件
が
登
録
さ
れ
、
本
年
度
、
空
き
家
の
利
活
用

を
更
に
推
進
す
る
た
め
、「
奈
義
町
空
き
家
活

用
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
空
き
家
の
状
況
調
査
を
実
施
し
、
新
た

に
二
件
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の
登
録
希
望
が

あ
り
、
手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
は
増

加
傾
向
に
あ
り
、
移
住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
や
防
犯
上
の
観
点
か
ら
、
制
度
の
周
知
を

図
り
積
極
的
な
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
人
口
動
態
も
、
８
月
１
日
基
準
日
か

ら
過
去
一
年
間
で
三
十
三
人
の
人
口
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

◆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　

東
山
工
業
団
地
の
一
号
地
に
数
社
の
企
業
か

ら
立
地
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
協
議
を
進
め
て
い

ま
す
。
雇
用
の
創
出
は
、
最
重
要
施
策
と
し
て

進
め
て
い
る
若
者
の
定
住
促
進
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
り
、
優
良
な
企
業
を
誘
致
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
早
期
誘
致
に
向
け
た

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
演
習
場
対
策
に
つ
い
て

　
　

訓
練
日
程
は
計
画
ど
お
り
行
わ
れ
て
お
り
、
演

習
場
の
秋
の
集
中
整
備
が
11
月
中
旬
に
全
域
で

実
施
さ
れ
、
機
能
の
維
持
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
　

昨
年
度
発
表
さ
れ
た
防
衛
大
綱
等
に
よ
り
、

日
本
原
駐
屯
地
の
隊
員
削
減
等
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
関
係
自
治
体
等
と
連
携
を
図
り
駐

屯
地
の
存
続
、
人
員
補
強
等
の
要
望
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
７
月
24
日
に
は
、
津
山
市
、
岡
山

県
、
岡
山
県
議
会
の
防
衛
議
員
連
盟
の
方
々
と

共
に
、
陸
上
幕
僚
幹
部
、
防
衛
省
へ
要
望
書
を

提
出
し
、
地
元
国
会
議
員
等
に
協
力
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
広
島
で
起
き
た
豪
雨
災
害
に
、
日
本

原
駐
屯
地
の
隊
員
が
災
害
派
遣
活
動
に
従
事
さ

れ
た
こ
と
に
、
改
め
て
自
衛
隊
の
存
在
意
義
を

認
識
し
て
い
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
等
に
つ
い
て

　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
平
成
25
年
度
の
療
養
給

付
費
等
の
総
額
は
、
四
億
五
千
三
百
万
円
で
前

　平成26年第３回定例会が９月９日に開会され、花
房町長の行政報告の後、議案が提出され、いずれも
慎重な審議の結果、原案どおり可決されました。行
政施策についての議員による一般質問も行われ、19
日に全日程を終えて閉会しました。

　

第
３
回
定
例
会
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
町
長

が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

広
報
紙
で
は
、
行
政
報
告
の
概
要
、
審
議
さ
れ

た
議
案
な
ど
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
　
政
　
報
　
告
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□
契
約

◆
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
備
工
事
（
奈
義
中
学

校
）
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

□
報
告

◆
平
成
２５
年
度
奈
義
町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

の
報
告
に
つ
い
て

◆
平
成
２５
年
度
奈
義
町
の
公
営
企
業
資
金
不
足
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

□
そ
の
他

◆
奈
義
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画
の
変

更
に
つ
い
て

◆
町
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ
い
て

◆
所
管
事
務
等
の
調
査
に
つ
い
て

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
に
関
わ
る
周
知
及
び
労
災

認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を
要
請
す
る
意
見
書

（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

◆
私
学
助
成
の
充
実
と
私
立
高
校
の
実
質
無
償
化

を
求
め
る
意
見
書
（
案
）
の
提
出
に
つ
い
て

◆
私
学
助
成
施
策
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

の
提
出
に
つ
い
て

□
採
択
と
し
た
も
の

◆
町
道
認
定
陳
情
書
（
荒
内
西
地
内
）（
委
員
会

審
査
報
告
）

◆
軽
度
外
傷
性
脳
損
傷
の
周
知
、
及
び
労
災
認
定

基
準
の
改
正
な
ど
を
求
め
る
陳
情

◆
国
・
県
に
対
し
て
「
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
」
の
提
出
を
要
請
す
る
陳
情
書

□
委
員
会
付
託
と
し
た
も
の

◆
町
道
認
定
の
陳
情
（
行
方
地
内
）

て
「
子
育
て
す
る
な
ら
奈
義
町
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
、
更
な
る
子
育
て
支
援
策
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

◆
土
木
建
設
事
業
関
係
に
つ
い
て

　
　

防
衛
施
設
周
辺
障
害
防
止
事
業
は
、
久
常
、

高
円
地
内
の
水
路
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
来
年

２
月
頃
に
一
部
の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
総
点
検
は
、
町
道
の
橋
梁

点
検
調
査
、
路
面
性
状
調
査
、
道
路
付
属
物
点

検
調
査
を
発
注
し
て
お
り
、
長
寿
命
化
計
画
の

策
定
に
よ
り
、
計
画
的
か
つ
予
防
的
な
対
応
に

努
め
ま
す
。

◆
上
下
水
道
関
係
事
業
に
つ
い
て

　
　

上
水
道
事
業
関
係
で
は
、
上
町
川
、
中
島
西

地
内
の
水
道
配
水
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
へ
の
布

設
替
工
事
を
十
月
頃
に
発
注
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　

下
水
道
事
業
関
係
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

率
は
現
在
六
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
維
持
管
理

費
等
は
下
水
道
使
用
料
で
ま
か
な
っ
て
お
り
、

利
用
し
て
初
め
て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
処
理

区
域
内
で
下
水
道
に
ま
だ
接
続
を
さ
れ
て
な
い

方
は
、
早
急
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

　
　

７
月
の
転
作
確
認
の
結
果
、
全
地
区
で
目
標

を
達
成
し
、
米
の
生
産
目
標
面
積
に
対
し
、
九

十
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

振
興
作
物
助
成
と
し
て
交
付
金
を
増
額
し
た
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
白
ね
ぎ
、
き
ゅ
う
り
、
里
芋
は
、

里
芋
の
作
付
面
積
が
増
加
す
る
な
ど
、
今
後
も

地
域
に
あ
っ
た
作
物
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
新

た
な
作
物
等
の
模
索
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◆
地
域
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
践
、
新
た
な
担
い
手

の
育
成
と
併
せ
て
、
集
落
営
農
組
織
の
育
成
と

設
立
推
進
、
ま
た
、
各
種
制
度
の
積
極
的
な
活

用
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
多
面
的
機

能
支
払
事
業
は
、
全
地
区
で
取
り
組
み
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

集
落
営
農
組
織
は
、
中
島
東
地
区
が
今
年
度
、

柿
地
区
が
平
成
27
年
度
に
法
人
設
立
を
目
標
に

協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
落
営
農
組
織

は
、
地
域
内
の
中
心
的
な
個
別
経
営
体
と
同
様

に
、
農
地
の
受
け
皿
と
し
て
重
要
な
組
織
で
あ

り
、
今
後
は
双
方
が
連
携
を
強
化
す
る
必
要
が

あ
り
、
６
月
に
集
落
営
農
組
織
と
人
・
農
地
プ

ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
地
域
の
中
心
経
営
体

に
よ
り
、
栽
培
技
術
や
経
営
管
理
能
力
の
向
上

等
を
目
標
に
「
奈
義
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
」
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

◆
畜
産
に
つ
い
て

　
　

枝
肉
価
格
が
据
え
置
き
状
態
の
中
、
飼
料
や

燃
料
価
格
の
高
騰
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と
あ
い
ま
っ

て
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

畜
産
の
ま
ち
に
と
っ
て
、「
な
ぎ
ビ
ー
フ
」
や

奈
義
町
産
「
お
か
や
ま
黒
豚
」
な
ど
優
れ
た
畜

産
物
の
町
内
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
一
層
強
化
す
る
契

機
で
あ
る
と
考
え
、
那
岐
山
麓
山
の
駅
で
精
肉

販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

◆
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
　

今
年
４
月
に
任
命
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
は
、
８
月
末
ま
で
に
前
年
同
期
を
上
回
る
イ

ノ
シ
シ
、
シ
カ
を
捕
獲
し
て
い
ま
す
。
防
護
柵

は
、
四
地
区
で
延
長
四
千
八
百
五
十
七
メ
ー
ト

ル
の
設
置
が
完
了
し
ま
し
た
。

◆
観
光
振
興
に
つ
い
て

　
　

那
岐
山
麓
遊
歩
道
整
備
事
業
は
、
延
長
二
十

七
メ
ー
ト
ル
の
吊
り
橋
を
含
む
遊
歩
道
延
長
千

六
百
五
十
二
メ
ー
ト
ル
の
工
事
を
年
内
の
完
成

を
目
標
に
進
め
て
い
ま
す
。
11
月
16
日
に
那
岐

山
麓
遊
歩
道
完
成
記
念
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
大
会
を

行
い
ま
す
。

　
　

那
岐
山
麓
の
観
光
施
設
整
備
の
一
環
と
し
て
、

岡
山
県
産
の
木
材
を
活
用
し
、
菩
提
寺
公
衆
ト

イ
レ
の
新
築
工
事
を
行
っ
て
お
り
、
那
岐
山
麓

一
帯
を
観
光
の
拠
点
と
位
置
付
け
、
観
光
振
興

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

□
補
正
予
算

一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
億
６
、
７
０
０
万
円

を
増
額
し
、
総
額
51
億
１
０
０
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

☆
歳
入
の
主
な
も
の

・
が
ん
ば
る
地
域
交
付
金　

８
７
８
万
円
４
千
円

・
中
央
広
場
常
設
テ
ン
ト
設
備
整
備
事
業
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
、
６
２
０
万　
　

円

・
繰
越
金　
　
　
　

６
億
８
、
４
５
０
万　
　

円

☆
歳
出
の
主
な
も
の

・
財
産
管
理
費　
　
　
　

２
、
８
４
９
万
６
千
円

・
基
金
積
立
金　
　

３
億
２
、
３
６
６
万
５
千
円

・
道
路
新
設
改
良
費　
　

１
、
８
０
０
万　
　

円

特
別
会
計
等

　

予
算
総
額
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

・
奈
義
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　

６
億
８
、
５
３
８
万
４
千
円

・
柿
財
産
区
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
０
２
万
２
千
円

・
奈
義
町
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　

７
億
９
、
８
５
０
万　
　

円

・
奈
義
町
下
水
道
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　

３
億　
　

２
３
９
万
６
千
円

・
奈
義
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
、
４
２
０
万
４
千
円

□
条
例

◆
奈
義
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

◆
奈
義
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
奈
義
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
奈
義
町
企
業
誘
致
推
進
基
金
条
例

◆
奈
義
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
を
廃
止
す
る

条
例

◆
奈
義
町
営
賃
貸
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◆
奈
義
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
奈
義
町
議
会
基
本
条
例

可
決
さ
れ
た
議
案
な
ど

陳
　
　
　
　 

情

意
　  

見  

　
書



会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2014.10月号 2014.10月号

1万1千円
議会活動に

7万円

道路や河川の
整備事業に

17万円
全般的な事務に

5万3千円

消防防災や防災行
政無線設備管理に

11万2千円
福祉の充実に

6万6千円 4万7千円 9千円

学校教育や社会教育の
充実に

4万5千円
保健活動や清掃に

町債の償還に

6万5千円
農林業の振興に

労働費・商工費
・災害復旧費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

9万1千円

64万8千円

町民税（個人)
3万3千円

町民税（法人)
8千円

国有資産等所在市町村交付金及び納付金 町たばこ税 軽自動車税
3千円6千円1千円

土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

2,354万円
4億8,987万円
2億　144万円

4,828万円
1,708万円

－
23億9,818万円

199万円
4億　401万円
1億9,094万円
1億　455万円

1,557万円
－

22億1,394万円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

6億8,064万円
7億7,646万円

7,362万円
873万円
728万円

7,124万円

6億5,915万円
7億6,156万円

6,929万円
110万円
443万円
135万円

固定資産税
4万円

※町民１人あたりの金額は、平成26年3月末
　人口6,147人で単純に割ったものです。

歳　入
47億8,009万円

繰入金 1,809万円（0.4％）
諸収入 1億1,089万円（2.3％）

　　繰越金
6億7,103万円
　　  (14.0％）

地方消費税ほか交付金 8,645万円（1.8％）
地方譲与税 6,987万円（1.5％）

県支出金
 2億2,358万円（4.7％）

町債
  4億2,670万円（8.9％）

自主財源　31.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　68.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
  17億814万円（35.7％）

  国庫支出金
7億7,431万円
 　  （16.2％）

歳　出
39億8,703万円

議会費 6,587万円（1.6％）災害復旧費 1,268万円（0.3％）

     民生費
 6億8,582万円
    （17.2％）

農林水産業費
4億117万円
　     （10.1％）

　・労働費
　　300万円(0.1％）

・商工費
　4,146万円(1.0％）

土木費
4億3,150万円
  （10.8％）

消防費
3億2,683万円
　    　（8.2％）

公債費 2億9,143万円（7.3％）

町税
5億6,013万円

（11.7％）

総務費
  10億4,303万円
         （26.2％）

教育費
4億560万円

        （10.2％）

衛生費
2億7,864万円
　　　(7.0％）

・分担金及び負担金 982万円(0.2％）
　・使用料及び手数料 7,278万円(1.5％）
　　・財産収入 3,538万円(0.8％）
　　　・寄附金 1,292万円(0.3％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億6,013万円

個人 2億428万円
　　           （36.5％）

2億5,090万円
（44.8％）

2億5,156万円
（44.9％）

固定資産税
　 2億4,600万円
       　　 （43.9％）

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金
556万円（1.0％）

町たばこ税 3,957万円（7.1％）
軽自動車税 1,810万円 （3.2％）

法人 4,662万円
 （8.3％）

平成25年度一般会計の決算は　歳入（収入）47億8,009万円
                                       　歳出（支出）39億8,703万円
差し引き、7億9,306万円となります。
　この歳入の中には、翌年度に繰り越して行う事業の財源が含まれているため、
それを控除した額は、7億8,146万円になります。
　この額を、その年度の赤字・黒字を示す「実質収支額」といいます。正の数な
ので、奈義町の一般会計は黒字といえます。

奈義町の財政
　平成25年度の一般会計及び特別会計等の決算が、９月定例議会で認定されました。私たちの納めた町税や国・県から
交付されたお金は、どのように使われたのでしょうか。その概要を一般会計を中心に図表でお知らせします。

一般会計 歳入 47億8,009万円

■町民1人あたりの町税

■町民1人あたりに使われたお金 ■特別会計等決算一覧表

■町税の構成

平成25年度

決算
一般会計 歳出 39億8,703万円

　平成25年度の主な事業は、地域の防災力強化を図るため、役場と各地区へ「防災備蓄倉庫」を整備し、
防災行政無線のデジタル化を行い、公共施設３か所、コミュニティハウス３か所に「太陽光発電システ
ム」を設置し、災害時にも十分な対応ができるよう、次年度以降も順次整備を進めていきます。
　また、定住促進を目的とした「若者定住賃貸住宅」を５棟整備し、那岐山麓山の駅と菩提寺とを結ぶ
遊歩道を今年度と来年度で整備し、美作国建国1300年記念事業を実施しました。
　さらに、国の経済対策として交付された「地域の元気臨時交付金」を基金に積み立て、次年度に有効
活用を図ります。
　平成24年度に引き続き、ハード・ソフトに限らず有利な補助金制度や過疎債を有効に利用し事業を実
施しました。

　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」に分けることができます。自主財源は、町独自の収入の
ことで、町税や施設使用料などが含まれ、歳入全体の31.2％を占めています。
　依存財源は、国や県の意志によって定められた額を交付される財源のことで、地方交付税、国・県支
出金や地方債などで、構成比は68.8％です。

若者住宅

防災備蓄倉庫

4



会　　計　　名 歳　　入 歳　　出 会　　計　　名 歳　　入 歳　　出

注：全項目について、四捨五入しています。

2014.10月号 2014.10月号

1万1千円
議会活動に

7万円

道路や河川の
整備事業に

17万円
全般的な事務に

5万3千円

消防防災や防災行
政無線設備管理に

11万2千円
福祉の充実に

6万6千円 4万7千円 9千円

学校教育や社会教育の
充実に

4万5千円
保健活動や清掃に

町債の償還に

6万5千円
農林業の振興に

労働費・商工費
・災害復旧費に

議　会　費議　会　費

土　木　費土　木　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

総　務　費

消　防　費

民　生　費

教　育　費

衛　生　費

公　債　費

衛　生　費

公　債　費

農林水産業費農林水産業費

そ　の　他そ　の　他

9万1千円

64万8千円

町民税（個人)
3万3千円

町民税（法人)
8千円

国有資産等所在市町村交付金及び納付金 町たばこ税 軽自動車税
3千円6千円1千円

土 地 取 得
下 水 道

工 業 用
水道事業

上 水 道
事 業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
計

2,354万円
4億8,987万円
2億　144万円

4,828万円
1,708万円

－
23億9,818万円

199万円
4億　401万円
1億9,094万円
1億　455万円

1,557万円
－

22億1,394万円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
豊 並 財 産 区
柿 財 産 区
分 譲 地 造 成

6億8,064万円
7億7,646万円

7,362万円
873万円
728万円

7,124万円

6億5,915万円
7億6,156万円

6,929万円
110万円
443万円
135万円

固定資産税
4万円

※町民１人あたりの金額は、平成26年3月末
　人口6,147人で単純に割ったものです。

歳　入
47億8,009万円

繰入金 1,809万円（0.4％）
諸収入 1億1,089万円（2.3％）

　　繰越金
6億7,103万円
　　  (14.0％）

地方消費税ほか交付金 8,645万円（1.8％）
地方譲与税 6,987万円（1.5％）

県支出金
 2億2,358万円（4.7％）

町債
  4億2,670万円（8.9％）

自主財源　31.2％
（町が自らの手で徴収又は、収納できる財源）

依存財源　68.8％
（国又は県の関与を受けて収入する財源）

地方交付税
  17億814万円（35.7％）

  国庫支出金
7億7,431万円
 　  （16.2％）

歳　出
39億8,703万円

議会費 6,587万円（1.6％）災害復旧費 1,268万円（0.3％）

     民生費
 6億8,582万円
    （17.2％）

農林水産業費
4億117万円
　     （10.1％）

　・労働費
　　300万円(0.1％）

・商工費
　4,146万円(1.0％）

土木費
4億3,150万円
  （10.8％）

消防費
3億2,683万円
　    　（8.2％）

公債費 2億9,143万円（7.3％）

町税
5億6,013万円

（11.7％）

総務費
  10億4,303万円
         （26.2％）

教育費
4億560万円

        （10.2％）

衛生費
2億7,864万円
　　　(7.0％）

・分担金及び負担金 982万円(0.2％）
　・使用料及び手数料 7,278万円(1.5％）
　　・財産収入 3,538万円(0.8％）
　　　・寄附金 1,292万円(0.3％）

町

民

税
税

固

資

定

産

町 税
5億6,013万円

個人 2億428万円
　　           （36.5％）

2億5,090万円
（44.8％）

2億5,156万円
（44.9％）

固定資産税
　 2億4,600万円
       　　 （43.9％）

国有資産等所在市町村
交付金及び納付金
556万円（1.0％）

町たばこ税 3,957万円（7.1％）
軽自動車税 1,810万円 （3.2％）

法人 4,662万円
 （8.3％）

平成25年度一般会計の決算は　歳入（収入）47億8,009万円
                                       　歳出（支出）39億8,703万円
差し引き、7億9,306万円となります。
　この歳入の中には、翌年度に繰り越して行う事業の財源が含まれているため、
それを控除した額は、7億8,146万円になります。
　この額を、その年度の赤字・黒字を示す「実質収支額」といいます。正の数な
ので、奈義町の一般会計は黒字といえます。

奈義町の財政
　平成25年度の一般会計及び特別会計等の決算が、９月定例議会で認定されました。私たちの納めた町税や国・県から
交付されたお金は、どのように使われたのでしょうか。その概要を一般会計を中心に図表でお知らせします。

一般会計 歳入 47億8,009万円

■町民1人あたりの町税

■町民1人あたりに使われたお金 ■特別会計等決算一覧表

■町税の構成

平成25年度

決算
一般会計 歳出 39億8,703万円

　平成25年度の主な事業は、地域の防災力強化を図るため、役場と各地区へ「防災備蓄倉庫」を整備し、
防災行政無線のデジタル化を行い、公共施設３か所、コミュニティハウス３か所に「太陽光発電システ
ム」を設置し、災害時にも十分な対応ができるよう、次年度以降も順次整備を進めていきます。
　また、定住促進を目的とした「若者定住賃貸住宅」を５棟整備し、那岐山麓山の駅と菩提寺とを結ぶ
遊歩道を今年度と来年度で整備し、美作国建国1300年記念事業を実施しました。
　さらに、国の経済対策として交付された「地域の元気臨時交付金」を基金に積み立て、次年度に有効
活用を図ります。
　平成24年度に引き続き、ハード・ソフトに限らず有利な補助金制度や過疎債を有効に利用し事業を実
施しました。

　歳入は、大きく「自主財源」と「依存財源」に分けることができます。自主財源は、町独自の収入の
ことで、町税や施設使用料などが含まれ、歳入全体の31.2％を占めています。
　依存財源は、国や県の意志によって定められた額を交付される財源のことで、地方交付税、国・県支
出金や地方債などで、構成比は68.8％です。

若者住宅

防災備蓄倉庫
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2014.10月号 2014.10月号

第 1 号 被 保 険 者 数
認定者数（介護保険事業報告数値）

6,147人
1,954人
390人

総 　 　 人 　 　 口

第１号被保険者
第２号被保険者

計

要支援１
31
1
32

要支援２
33
1
34

要介護１
74
4
78

要介護２
74
1
75

要介護３
61
0
61

要介護４
52
1
53

要介護５
56
1
57

計
381
9

390

区 分

⑤ 資 金 不 足 比 率 －

早期健全化基準
（イエローカード）

15％

20％

25％

350％

財政再生基準
（レッドカード）

20％

30％

35％

平成25年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

比　率
項　目

－

－

8.7%
0.8%

　この数値は直近３か年の平均で算出さ
れています。地方債の償還満了による町
の元利償還金及び加入している一部事務
組合等の準元利償還金の減少、また普通
交付税を含めた標準財政規模の増加によ
り、平成25年度の単年度数値は6.2％と
最も低い数値となっています。平成26
年度も良好な数値が見込まれますが、下
水道事業債、過疎対策事業債の元利償還
金が増加していくため、数値の緩やかな
上昇が今後予想されます。

　平成25年度末時点での奈義町の将来負
担額（町の一般会計・公営企業等の地方債
残高、加入している一部事務組合の地方債
残高への将来負担見込額、職員の退職手当
負担見込額等）から、財政調整基金等の充
当可能財源を差し引いた数値が、標準財政
規模の何倍あるかを指標化した数値であり、
基金の積立てにより、年々数値は減少して
います。地方債の借入（借金）＞基金への
積立て（貯金）が続けば数値は当然悪化す
るため、今後も町の財政状況を把握し、適
正な起債管理を行っていく必要があります。

19 20 21 22 23 24 25
（年度）

19 20 21 22 23 24 25
（年度）

17.1％
16.2％

15.2％

13.9％

12.2％

10.6％

8.7％

93.7％
82.1％ 80.3％

67.4％

34.1％ 32.7％

0.8％

奈義町の財政指標
　平成25年度の奈義町の財政の健全化を示す「健全化判断比率」は、平成24年度よりもさらに良く、県内の自治体の
中でも優れた比率となっています。
　｢奈義町行財政改革大綱並びに実施計画」に基づき、財政見通しを十分に立て事業の合理化を図り、財源が限られた
中で最大の効果を発揮するよう効率的に運用を行った結果であり、今後も健全財政を堅持して将来にわたり持続できる
財政運営並びにまちづくり施策を推進していきます。

　地方公共団体（都道府県、市町村及び特別区）の財政状況を統一的な指標で明らかにして、財政の早期健全化や再生
の必要性を判断するための次の４つの財政指標のことを「健全化判断比率」といいます。
　① 実質赤字比率　　　② 連結実質赤字比率　　　③ 実質公債費比率　　　④ 将来負担比率　　　⑤ 資金不足比率
　地方公共団体は、毎年度、前年度の決算に基づく健全化判断比率を監査委員の審査に付したうえで議会に報告し、公
表しなければなりません。10月広報紙において公表を行います。

健全化判断比率の公表について

①実質赤字比率・②連結実質赤字比率とは、標準財
政規模（１年分）に対する赤字の割合（①は一般
会計等　②は全ての会計を対象）を表したもので
す。
③実質公債費比率とは、借金返済の負担が大きすぎ
ないかをチェックする指標で、町税・地方交付税
のような使い道が自由で毎年収入される財源のう
ち、借金返済額の占める割合を表したものです。
④将来負担比率とは、奈義町が借りた借金、契約で
損失補償や将来支払う必要があるものが、標準財
政規模（１年分）の何倍あるかを表したものです。
⑤資金不足比率とは、各公営企業（上水道事業会計、
工業用水道事業会計、分譲地造成特別会計、土地
取得特別会計、下水道特別会計）における一般会
計の実質赤字額に相当するもので、公営企業会計
ごとに算定した額を表したものです。

■実質公債費比率の推移 ■将来負担比率の推移
(％）
18
17
16
15
14
13
12
10
  8

(％）
90
80
70
60
50
40
30
20
10
  0

歳　入
6億8,064万円

保険税
1億2,731万円(18.7％）

国庫支出金
1億5,181万円
　　　　　（22.3％）

療養給付費交付金
5,276万円
　　　　(7.8％）

繰越金 4,101万円(6.0％）
繰入金 3,823万円(5.6％）

共同事業交付金他
　7,119万円(10.5％）

歳　出
6億5,915万円

　一般医療費
  　　4億837万円
     　　　(62.0％）

退職医療費
4,417万円(6.7％）

共同事業拠出金
7,060万円(10.7％）

保健事業費
553万円(0.8％）

その他 554万円(0.8％）

総務費 848万円(1.3％）

介護納付金
3,601万円(5.5％）
後期高齢者支援金  
8,045万円(12.2％）

県支出金
　3,359万円(4.9％）

前期高齢者交付金
1億6,474万円
　　　（24.2％）

歳　入
7,362万円

後期高齢者医療保険料
　　　　  4,529万円

　　　　  　　  　（61.5％)
諸収入他 121万円(1.7％）

一般会計繰入金
 　2,408万円
　　　 　(32.7％）

歳　出
6,929万円

歳　入
7億6,965万円

歳　出
7億5,545万円

後期高齢者医療
広域連合納付金
  6,629万円
　　  (95.7％） 総務費他 83万円(1.2％）

繰越金 304万円(4.1％）

後期高齢者健康診査費
　　  217万円(3.1％）

☆平成26年度への繰越金　2,148万9,882円
☆基金保有額 　　　 　　　 3,248万8,044円

　平成20年4月から開始した後期高齢者医療制度は、町で保険料の賦課・徴収を行い、医療給付は県の広域連合で行っ
ています。平成25年度の奈義町の一人あたり保険料額は3万8千円（県平均は5万9千円）です。

●国保の加入状況　総人口（平成26年３月末）　  6,147人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,507人

　平成25年度の国保全体の総医療費は、5億6,018万円で、被保険者一人あたりの医療費は、約37万円になっています。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は6万2千円です。
　少子高齢化や医療技術の高度化などが進み医療費は上昇傾向にあります。医療費の増加を抑えるためには、一人ひと
りが本当に必要なだけの医療を受け、不要な医療費を抑えることが必要です。

平成25年度後期高齢者医療費決算

　平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）にかかる歳出の総額は7億5,545万円で、被保険者一人あたり約38万7
千円となりました。また、歳入総額は7億6,965万円で、保険料は準備基金の繰り入れを含めると被保険者一人あたり
約6万8千円です。
　高齢化社会の進展や認知症高齢者の増加等を背景に、介護保険は老後の安心を支える制度に定着してきましたが、保
険給付費（介護保険サービスにかかる費用）は増加の一途をたどっています。元気なうちから健康の保持や増進に心掛け、
状態の維持や向上に努めましょう。

平成25年度介護保険特別会計決算

平成25年度国民健康保険医療費決算

第1号被保険者=65歳以上の方、第2号=40歳以上65歳未満の方

保険給付費
7億223万円
　　  (93.0％）

地域支援事業費
　1,758万円(2.3％）

諸支出金
　2,601万円(3.4％）
準備基金積立金
　　365万円(0.5％）

総務費
　　598万円(0.8％）

支払基金交付金
　　2億856万円
　　 　　　 (27.1％）

国庫支出金
　　1億8,969万円
　　 　　　 (24.6％）

保険料
1億572万円
　　  (13.8％）

県支出金 1億838万円(14.1％）

準備基金繰入金
  2,805万円
　　　  (3.6％）

一般会計繰入金
  1億1,602万円
　　　　  (15.1％）

繰越金他
  1,323万円
　　　  (1.7％）

（平成26年3月末現在）

（単位：％）

※①②⑤とも黒字で赤字比率（不足比率）は算定されないため「－」表示しています。
※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される見込みの経常的な一般財源を示すものです。
　奈義町の平成25年度の標準財政規模は、2,426,563千円です。
　　  標準財政規模  ＝ 標準収入額等 ＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　2,426,563千円 ＝ 718,180千円 ＋ 1,553,180千円 ＋ 155,203千円

一人あたり医療費　約37万円

＜平成25年度の状況＞

＜認定者内訳＞

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。
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2014.10月号 2014.10月号

第 1 号 被 保 険 者 数
認定者数（介護保険事業報告数値）

6,147人
1,954人
390人

総 　 　 人 　 　 口

第１号被保険者
第２号被保険者

計

要支援１
31
1
32

要支援２
33
1
34

要介護１
74
4
78

要介護２
74
1
75

要介護３
61
0
61

要介護４
52
1
53

要介護５
56
1
57

計
381
9

390

区 分

⑤ 資 金 不 足 比 率 －

早期健全化基準
（イエローカード）

15％

20％

25％

350％

財政再生基準
（レッドカード）

20％

30％

35％

平成25年度

① 実 質 赤 字 比 率

② 連結実質赤字比率

③ 実質公債費比率

④ 将 来 負 担 比 率

比　率
項　目

－

－

8.7%
0.8%

　この数値は直近３か年の平均で算出さ
れています。地方債の償還満了による町
の元利償還金及び加入している一部事務
組合等の準元利償還金の減少、また普通
交付税を含めた標準財政規模の増加によ
り、平成25年度の単年度数値は6.2％と
最も低い数値となっています。平成26
年度も良好な数値が見込まれますが、下
水道事業債、過疎対策事業債の元利償還
金が増加していくため、数値の緩やかな
上昇が今後予想されます。

　平成25年度末時点での奈義町の将来負
担額（町の一般会計・公営企業等の地方債
残高、加入している一部事務組合の地方債
残高への将来負担見込額、職員の退職手当
負担見込額等）から、財政調整基金等の充
当可能財源を差し引いた数値が、標準財政
規模の何倍あるかを指標化した数値であり、
基金の積立てにより、年々数値は減少して
います。地方債の借入（借金）＞基金への
積立て（貯金）が続けば数値は当然悪化す
るため、今後も町の財政状況を把握し、適
正な起債管理を行っていく必要があります。

19 20 21 22 23 24 25
（年度）

19 20 21 22 23 24 25
（年度）

17.1％
16.2％

15.2％

13.9％

12.2％

10.6％

8.7％

93.7％
82.1％ 80.3％

67.4％

34.1％ 32.7％

0.8％

奈義町の財政指標
　平成25年度の奈義町の財政の健全化を示す「健全化判断比率」は、平成24年度よりもさらに良く、県内の自治体の
中でも優れた比率となっています。
　｢奈義町行財政改革大綱並びに実施計画」に基づき、財政見通しを十分に立て事業の合理化を図り、財源が限られた
中で最大の効果を発揮するよう効率的に運用を行った結果であり、今後も健全財政を堅持して将来にわたり持続できる
財政運営並びにまちづくり施策を推進していきます。

　地方公共団体（都道府県、市町村及び特別区）の財政状況を統一的な指標で明らかにして、財政の早期健全化や再生
の必要性を判断するための次の４つの財政指標のことを「健全化判断比率」といいます。
　① 実質赤字比率　　　② 連結実質赤字比率　　　③ 実質公債費比率　　　④ 将来負担比率　　　⑤ 資金不足比率
　地方公共団体は、毎年度、前年度の決算に基づく健全化判断比率を監査委員の審査に付したうえで議会に報告し、公
表しなければなりません。10月広報紙において公表を行います。

健全化判断比率の公表について

①実質赤字比率・②連結実質赤字比率とは、標準財
政規模（１年分）に対する赤字の割合（①は一般
会計等　②は全ての会計を対象）を表したもので
す。
③実質公債費比率とは、借金返済の負担が大きすぎ
ないかをチェックする指標で、町税・地方交付税
のような使い道が自由で毎年収入される財源のう
ち、借金返済額の占める割合を表したものです。
④将来負担比率とは、奈義町が借りた借金、契約で
損失補償や将来支払う必要があるものが、標準財
政規模（１年分）の何倍あるかを表したものです。
⑤資金不足比率とは、各公営企業（上水道事業会計、
工業用水道事業会計、分譲地造成特別会計、土地
取得特別会計、下水道特別会計）における一般会
計の実質赤字額に相当するもので、公営企業会計
ごとに算定した額を表したものです。

■実質公債費比率の推移 ■将来負担比率の推移
(％）
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歳　入
6億8,064万円

保険税
1億2,731万円(18.7％）

国庫支出金
1億5,181万円
　　　　　（22.3％）

療養給付費交付金
5,276万円
　　　　(7.8％）

繰越金 4,101万円(6.0％）
繰入金 3,823万円(5.6％）

共同事業交付金他
　7,119万円(10.5％）

歳　出
6億5,915万円

　一般医療費
  　　4億837万円
     　　　(62.0％）

退職医療費
4,417万円(6.7％）

共同事業拠出金
7,060万円(10.7％）

保健事業費
553万円(0.8％）

その他 554万円(0.8％）

総務費 848万円(1.3％）

介護納付金
3,601万円(5.5％）
後期高齢者支援金  
8,045万円(12.2％）

県支出金
　3,359万円(4.9％）

前期高齢者交付金
1億6,474万円
　　　（24.2％）

歳　入
7,362万円

後期高齢者医療保険料
　　　　  4,529万円

　　　　  　　  　（61.5％)
諸収入他 121万円(1.7％）

一般会計繰入金
 　2,408万円
　　　 　(32.7％）

歳　出
6,929万円

歳　入
7億6,965万円

歳　出
7億5,545万円

後期高齢者医療
広域連合納付金
  6,629万円
　　  (95.7％） 総務費他 83万円(1.2％）

繰越金 304万円(4.1％）

後期高齢者健康診査費
　　  217万円(3.1％）

☆平成26年度への繰越金　2,148万9,882円
☆基金保有額 　　　 　　　 3,248万8,044円

　平成20年4月から開始した後期高齢者医療制度は、町で保険料の賦課・徴収を行い、医療給付は県の広域連合で行っ
ています。平成25年度の奈義町の一人あたり保険料額は3万8千円（県平均は5万9千円）です。

●国保の加入状況　総人口（平成26年３月末）　  6,147人
　　　　　　　　　国保被保険者数（年度平均）  1,507人

　平成25年度の国保全体の総医療費は、5億6,018万円で、被保険者一人あたりの医療費は、約37万円になっています。
　また、被保険者一人あたりの国保税（医療分）は6万2千円です。
　少子高齢化や医療技術の高度化などが進み医療費は上昇傾向にあります。医療費の増加を抑えるためには、一人ひと
りが本当に必要なだけの医療を受け、不要な医療費を抑えることが必要です。

平成25年度後期高齢者医療費決算

　平成25年度介護保険特別会計（保険事業勘定）にかかる歳出の総額は7億5,545万円で、被保険者一人あたり約38万7
千円となりました。また、歳入総額は7億6,965万円で、保険料は準備基金の繰り入れを含めると被保険者一人あたり
約6万8千円です。
　高齢化社会の進展や認知症高齢者の増加等を背景に、介護保険は老後の安心を支える制度に定着してきましたが、保
険給付費（介護保険サービスにかかる費用）は増加の一途をたどっています。元気なうちから健康の保持や増進に心掛け、
状態の維持や向上に努めましょう。

平成25年度介護保険特別会計決算

平成25年度国民健康保険医療費決算

第1号被保険者=65歳以上の方、第2号=40歳以上65歳未満の方

保険給付費
7億223万円
　　  (93.0％）

地域支援事業費
　1,758万円(2.3％）

諸支出金
　2,601万円(3.4％）
準備基金積立金
　　365万円(0.5％）

総務費
　　598万円(0.8％）

支払基金交付金
　　2億856万円
　　 　　　 (27.1％）

国庫支出金
　　1億8,969万円
　　 　　　 (24.6％）

保険料
1億572万円
　　  (13.8％）

県支出金 1億838万円(14.1％）

準備基金繰入金
  2,805万円
　　　  (3.6％）

一般会計繰入金
  1億1,602万円
　　　　  (15.1％）

繰越金他
  1,323万円
　　　  (1.7％）

（平成26年3月末現在）

（単位：％）

※①②⑤とも黒字で赤字比率（不足比率）は算定されないため「－」表示しています。
※｢標準財政規模」とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入される見込みの経常的な一般財源を示すものです。
　奈義町の平成25年度の標準財政規模は、2,426,563千円です。
　　  標準財政規模  ＝ 標準収入額等 ＋    普通交付税    ＋ 臨時財政対策債発行可能額
　　2,426,563千円 ＝ 718,180千円 ＋ 1,553,180千円 ＋ 155,203千円

一人あたり医療費　約37万円

＜平成25年度の状況＞

＜認定者内訳＞

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。

※全項目について四捨五入しています。
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2014.10月号 2014.10月号

日　　時　11月１日土 午前９時～午前11時30分
場　　所　町内全域、役場及び各地区コミュニティハウス
主　　催　奈義町自主防災組織連絡協議会
想　　定　『那岐山断層帯を震源とする大規模な地震が発生し、奈義町で最大震度６弱の揺れを観
　　　　　測し、町内全域で家屋の倒壊・傾斜、屋根瓦の落下等多くの被害により、各地区で断水
　　　　　・停電となった』など、役場からの防災無線による地震速報により訓練を開始します。
訓練項目　○避難、避難先誘導訓練
　　　　　○避難行動要支援者の避難誘導訓練（新規）
　　　　　○炊き出し（給食・給水）訓練
　　　　　○各地区防災士による研修（新規）

平成26年度 自主防災組織総合防災訓練

●申し込み・問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

●問い合わせ先　役場 総務課 まちづくり推進係　☎36-4111

そ の 他

雇 用

情 報 発 信

自 然 エ ネ ル ギ ー

定 住

登録してネ

　広島市土砂災害では、就寝中の真夜中に大雨に見舞われたことや、市からの避難勧告が
遅かったこともあり、多くの人が被災し、命を落とす大惨事となりました。また、災害の
前に「土の臭い」や「山鳴り」という前兆があったことは、今後の教訓につながると考え
られます。このような自然災害はいつどこで発生するかわかりません。一人ひとりが周囲
の危険箇所の点検や災害への備えについて日頃から考えるなど、自分の身は自分で守る
｢自助」の取り組みが必要です。

　詳しいことは、ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

①
自主避難の
必要性
(自助)

　町では町内全域で自主防災組織が結成されてい
ます。避難場所や経路の確認、非常持ち出し品の
用意、避難に支援が必要な方の確認、必要な備蓄
品の確保、防災訓練の実施など、防災に必要なテ
ーマを皆さんで考え取り組みましょう。

　土砂災害が発生した場合、生命、
身体に危険が生ずる恐れがあり、大
雨が降り続く際には特に注意・警戒
が必要な区域を指定しています。
　土砂災害警戒区域は、ホームペー
ジをご覧いただくか、役場総務課ま
でお問い合わせください。
〇奈義町ホームページ→町民の方へ
→｢防災」消防・防災→｢奈義町ハ
ザードマップ（土砂災害・地震)｣
ホームページアドレス
http://www.town.nagi.okaya
ma.jp/cms-sypher/www/life/
result.jsp?life_genre=154

②
各地区自主防災
組織での連携
(共助)

　災害の起こりうる時に気象情報や注意喚起など
の情報をテレビやラジオ、スマートフォンなどで、
迅速に収集することが非常に重要です。岡山県の
「防災情報メールサービス｣、気象庁のホームペ
ージ、町の「防災行政無線｣、｢奈義ちゃんねる」
などで提供している情報を十分に活用しましょう。

③
情報収集が
不可欠

※岡山県防災情報メール配信サービスに登録しましょう！

☆登録は無料（http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/）

災害に適切に対応するには・・・・・

　奈義町は、比較的自然災害が少ない地域ですが、いつ土砂崩れ等の自然災害が起こるかわかりません。
　８月には広島市で、大きな土砂災害が発生し、多くの尊い命が奪われました。
　万が一の災害発生時に大切な家族や財産を守れるよう、一人一人が防災・減災への意識を高め、自分
にできることを取り組みましょう。

安全・安心のまちづくり！ 自然災害に備えを！

　奈義町では若者の定住化と人口維持を目的として、次のとおり入居者を募集します。
○入居者の資格 － 40歳未満の方で、結婚している方又は中学生以下の子どもがいる方。
　　　　　　　 　  ※連帯保証人が必要。
○申し込み － 申込書は、役場総務課に備えています。また、奈義町のホームページか
　　　　　　  らもダウンロードすることができます。
○募集期間 － 平成26年10月１日(水) ～ 11月28日(金）
○提出先 － 奈義町役場 総務課まちづくり推進係
○入居可能日 － 平成27年２月中旬
○入居者の決定 － 申し込み後、町が定める方法により入居者を
　　　　　　  選考し、入居決定後、申込者に結果を通知します。
○物件内容 － 地番　 奈義町高円1925番地1
　　　　　　  名称 　グリーンビレッジ奈義
　　　　　　  規模 　12戸
　　　　　　  構造 　木造２階建（３ＬＤＫ：延床面積 78.46㎡）
　　　　　　  家賃　 月額50,000円（駐車場使用料含む）
　　　　　　  敷金 　家賃の３か月分

は若者 定住化と人 維持を目的と 次 とおり入 者を募集 ます

『グリーンビレッジ奈義｣の入居者募集‼若者定住
促進住宅

◎公共施設への太陽光発電システムの整備
⇒災害時の避難所となる公共施設や各地区のコミュニティハウス
に太陽光発電システムの整備を進めています！

◎新エネルギービジョン計画の策定
⇒奈義町独自の将来のエネルギー計画を策定しています！

◎ふるさと納税の推進
⇒奈義町の地域づくりなどに活用。納税いただいた方には町特産
の「なぎビーフ」や「おかやま黒豚」をプレゼント。同窓会な
どでぜひご紹介ください！

◎若者向けのオシャレな町営賃貸住宅を整備
⇒｢パークサイド奈義」５棟は満室。今年度は「グリーンビレッ
ジ奈義」12棟を建築中です！

◎雇用促進住宅奈義宿舎の取得に向け調整
⇒低価格の家賃設定を検討しています！

◎町営分譲宅地の分譲
⇒昨年度は４区画を分譲。残り５区画を分譲中です！

◎｢空き家情報バンク」加盟・空き家の賃貸・売買を支援
⇒今年度までに５軒の空き家が活用されました！

・まちづくり総合計画や過疎計画、行財政改
革などの実施

・町制施行60周年記念事業の企画運営
・地域交通の検討
・協働事業
・地域活性化事業　など

◎東山工業団地への企業誘致
⇒補助金を大幅に拡充し土地取得代が実質
無料。優良企業の誘致を進めています！

◎ホームページや
Facebook、LINE等
のＳＮＳを活用した情
報発信
⇒イベント情報などを随
時発信！友達数も400
人を超えています！

役場 総務課 まちづくり推進係 です！
奈義町の総合企画！

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

土砂災害警戒区域が
指定されています

　役場の「まちづくり推進係」は、まちづくりを推進する専門の部署として昨年度、総務課に新しくできました。
　｢郷土愛と地域力が溢れる町」を実現するには、町民一人ひとりが自信と誇りをもてるまち、そして、より多くの人
に奈義町を知ってもらい、来てもらい、住んでもらうことが重要です。
　今回は、まちづくり推進係が担当している主な事業と進捗状況についてご紹介します。
　これからも、奈義町だからこそできるキラリ輝くオンリーワンのまちづくり事業を展開し、全国へ飛躍する奈義町を
目指します。町民のみなさまの一層のご協力をよろしくお願いします。

こちら
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2014.10月号 2014.10月号

日　　時　11月１日土 午前９時～午前11時30分
場　　所　町内全域、役場及び各地区コミュニティハウス
主　　催　奈義町自主防災組織連絡協議会
想　　定　『那岐山断層帯を震源とする大規模な地震が発生し、奈義町で最大震度６弱の揺れを観
　　　　　測し、町内全域で家屋の倒壊・傾斜、屋根瓦の落下等多くの被害により、各地区で断水
　　　　　・停電となった』など、役場からの防災無線による地震速報により訓練を開始します。
訓練項目　○避難、避難先誘導訓練
　　　　　○避難行動要支援者の避難誘導訓練（新規）
　　　　　○炊き出し（給食・給水）訓練
　　　　　○各地区防災士による研修（新規）

平成26年度 自主防災組織総合防災訓練

●申し込み・問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

●問い合わせ先　役場 総務課 まちづくり推進係　☎36-4111

そ の 他

雇 用

情 報 発 信

自 然 エ ネ ル ギ ー

定 住

登録してネ

　広島市土砂災害では、就寝中の真夜中に大雨に見舞われたことや、市からの避難勧告が
遅かったこともあり、多くの人が被災し、命を落とす大惨事となりました。また、災害の
前に「土の臭い」や「山鳴り」という前兆があったことは、今後の教訓につながると考え
られます。このような自然災害はいつどこで発生するかわかりません。一人ひとりが周囲
の危険箇所の点検や災害への備えについて日頃から考えるなど、自分の身は自分で守る
｢自助」の取り組みが必要です。

　詳しいことは、ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

①
自主避難の
必要性
(自助)

　町では町内全域で自主防災組織が結成されてい
ます。避難場所や経路の確認、非常持ち出し品の
用意、避難に支援が必要な方の確認、必要な備蓄
品の確保、防災訓練の実施など、防災に必要なテ
ーマを皆さんで考え取り組みましょう。

　土砂災害が発生した場合、生命、
身体に危険が生ずる恐れがあり、大
雨が降り続く際には特に注意・警戒
が必要な区域を指定しています。
　土砂災害警戒区域は、ホームペー
ジをご覧いただくか、役場総務課ま
でお問い合わせください。
〇奈義町ホームページ→町民の方へ
→｢防災」消防・防災→｢奈義町ハ
ザードマップ（土砂災害・地震)｣
ホームページアドレス
http://www.town.nagi.okaya
ma.jp/cms-sypher/www/life/
result.jsp?life_genre=154

②
各地区自主防災
組織での連携
(共助)

　災害の起こりうる時に気象情報や注意喚起など
の情報をテレビやラジオ、スマートフォンなどで、
迅速に収集することが非常に重要です。岡山県の
「防災情報メールサービス｣、気象庁のホームペ
ージ、町の「防災行政無線｣、｢奈義ちゃんねる」
などで提供している情報を十分に活用しましょう。

③
情報収集が
不可欠

※岡山県防災情報メール配信サービスに登録しましょう！

☆登録は無料（http://www.bousai.pref.okayama.jp/bousai/）

災害に適切に対応するには・・・・・

　奈義町は、比較的自然災害が少ない地域ですが、いつ土砂崩れ等の自然災害が起こるかわかりません。
　８月には広島市で、大きな土砂災害が発生し、多くの尊い命が奪われました。
　万が一の災害発生時に大切な家族や財産を守れるよう、一人一人が防災・減災への意識を高め、自分
にできることを取り組みましょう。

安全・安心のまちづくり！ 自然災害に備えを！

　奈義町では若者の定住化と人口維持を目的として、次のとおり入居者を募集します。
○入居者の資格 － 40歳未満の方で、結婚している方又は中学生以下の子どもがいる方。
　　　　　　　 　  ※連帯保証人が必要。
○申し込み － 申込書は、役場総務課に備えています。また、奈義町のホームページか
　　　　　　  らもダウンロードすることができます。
○募集期間 － 平成26年10月１日(水) ～ 11月28日(金）
○提出先 － 奈義町役場 総務課まちづくり推進係
○入居可能日 － 平成27年２月中旬
○入居者の決定 － 申し込み後、町が定める方法により入居者を
　　　　　　  選考し、入居決定後、申込者に結果を通知します。
○物件内容 － 地番　 奈義町高円1925番地1
　　　　　　  名称 　グリーンビレッジ奈義
　　　　　　  規模 　12戸
　　　　　　  構造 　木造２階建（３ＬＤＫ：延床面積 78.46㎡）
　　　　　　  家賃　 月額50,000円（駐車場使用料含む）
　　　　　　  敷金 　家賃の３か月分

は若者 定住化と人 維持を目的と 次 とおり入 者を募集 ます

『グリーンビレッジ奈義｣の入居者募集‼若者定住
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　町では、若者からお年寄りまでより多くの方に町内に住んでい
ただき、人口の増加による活力あるまちづくりを目指して、雇用
促進住宅奈義宿舎の取得に向けた手続きを行っています。
　現在、所有者の（独）高齢・障害・求職者雇用支援機構が、屋
上の防水工事や居室内の襖などの建具、畳の交換、室内クリーニ
ングなどのリフォーム工事を行っており、12月には完了して引
き渡しを受ける予定となっています。
　入居者の募集は、町が取得する12月末頃を予定しており、来
年３月頃から入居ができる見込みで、より多くの方に入居いただ
けるよう家賃は低価格にできるように検討しています。詳しいこ
とは、今後、広報紙や奈義ちゃんねるなどでお知らせします。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

雇用促進住宅の改修工事が進んでいます！

2014.10月号 2014.10月号

○告　示  平成27年２月３日(火)
○投票日  平成27年２月８日(日)
●問い合わせ先  選挙管理委員会 ☎36-4111

　西原地区コミュニティ協議会が岡山県道路利用者会議会長表彰を受賞
されました。
　西原地区コミュニティ協議会は、平成17年度から「おかやまアダプ
ト」推進事業におけるアダプト団体として、空き缶・空き瓶などの除
去、プランターへの花の植え付け等の道路清掃・美化活動を実施するな
ど、多年にわたり道路管理等を献身的に行われ、この度の受賞となりま
した。

　菩提寺の境内に国指定天然記念物「菩提寺のイチョウ」に並んでそび
えるイチョウの巨木が8月7日、奈義町教育委員会により「天明のイチョ
ウ｣として奈義町天然記念物に指定されました。
　このイチョウは、｢美作高円史」(昭和33年）によると江戸時代天明年
間（1781～1789）に雪で半折れになった枝が地面に触れ芽吹き育った
という記録があり全国でも貴重な木です。この由来をもとに「天明のイ
チョウ」と名付けました。推定樹齢は230年、樹高35.5ｍ、目通り幹囲
4.2ｍの巨木で、菩提寺のイチョウ北東の斜面に立っています。
　また、平成25年に菩提寺のイチョウの樹勢診断の中で、かつての木の
育った環境を知り、今後の樹勢維持を考えるためＤＮＡ鑑定調査を行っ
たところ、小坂の「阿弥陀堂の大イチョウ」｢菩提寺のイチョウ」｢天明
のイチョウ」は同じＤＮＡを持つクローンであることが判明しました。
　地元に伝わる昔話では、浄土宗の開祖法然上人が幼少の頃、菩提寺へ
向け入山する際、｢阿弥陀堂の大イチョウ」の枝を杖にして登り、学業
成就を願い挿したものが現在の「菩提寺のイチョウ」になったといわ
れ、昔話へのロマンを感じる発見となりました。
　奈義町では今後、｢菩提寺のイチョウ」｢天明のイチョウ」の2本併せ
ての樹勢維持を進め、周辺の環境整備を行っていきます。
●問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　☎36-3034

西原地区コミュニティ協議会が
岡山県道路利用者会議会長表彰を受賞

天明のイチョウが奈義町天然記念物に指定されました

第50回奈義町体力づくり町民運動会第50回奈義町体力づくり町民運動会

●日　　時　10月12日㈰ 午前9時～
　　　　　　※雨天の場合は10月13日㈪

●場　　所　奈義町総合運動公園 多目的広場
●問い合わせ先　海洋センター　☎36-3300

　奈義町のスポーツの祭典「第50回奈義町体力づくり町民
運動会」を開催します。今回の運動会では、町制施行60周
年を記念し新種目を取り入れ、町民みなさんが楽しめるよう
趣向を凝らしていますので、ご家族ご友人とご一緒に是非ご
参加ください。

町制施行60周年記念

１０月から
水ぼうそう予防接種が
国の定期予防接種に
なりました！！
　奈義町では昨年度から水ぼうそう予防接種を町単独の法定
外予防接種として町内の医療機関で実施してきましたが、10
月１日から国の定期予防接種になり、岡山県内の医療機関で
無料で受けることができるようになりました。まだ、予防接
種を受けていない、水ぼうそうにかかっていないお子さんは
ぜひ予防接種を受けてください。

＜対象者＞　１歳から３歳未満の方
　※平成26年度のみ経過措置として３歳から５歳未満の方も
受けることができます。
　高齢者肺炎球菌予防接種も10月から定期予防接種となり岡
山県内の医療機関で受けることができます。
　詳しくは、折込みチラシをご覧ください。
●問い合わせ先　役場 健康福祉課  ☎36-6700　

　陸上自衛隊日本原駐屯地で、駐屯地創設49周
年記念式典が行われます｡

●日　　時　10月19日㈰ 小雨決行
　　　　　　(開放は、午前９時～午後３時)
●場　　所　陸上自衛隊日本原駐屯地
●主な行事　記念式典（午前10時)・観閲行進
　　　　　　・模擬戦・戦車試乗・装備品展示
●問い合わせ先　陸上自衛隊日本原駐屯地広報室
　　　　　　　　☎36-5151（内線204）

日本原駐屯地
創設49周年記念式典
日本原駐屯地
創設49周年記念式典

●日　　時　10月18日(土) 午前10時～午後３時
●場　　所　奈義中央広場（小雨決行）
●主な内容　｢芋－1グランプリ」
　　　　　　　　昨年大好評だった各種団体による芋煮大会
　　　　　　　　今年は黒ぼこ里芋を倍増して開催！

　　 　　 他にも・奈義町グルメが満喫できるテント村
　 　 　　　　　・稚児行列
　　 　 　　　　・もち投げなど多彩なイベントを予定しています｡

ご家族ご友人とご一緒に「奈義の恵み」を満喫してください。

●主　　催　奈義町農林業祭実行委員会
●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

「那岐山麓の恵みまつり」平成26年度奈義町農林業祭

奈義町長選挙
奈義町議会議員一般選挙
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2014.10月号 2014.10月号

奈義小 岡山県 全国

76.3 71.4 72.9

56.7 54.5 55.5

84.5 77.8 78.1

60.8 56.6 58.2

71.8 66.9 67.8

算数Ｂ

総合

国語Ａ

教科の正答率
項目

国語Ｂ

算数Ａ

４時間以上 ３時間以上４時間未満 ２時間以上３時間未満
１時間以上２時間未満 １時間より少ない まったくしない

4時間以上 3時間以上4時間未満 2時間以上3時間未満
1時間以上2時間未満 1時間より少ない 全く見ない30分より少ない

奈義中 岡山県 全国

80.0 78.2 79.4

49.5 48.1 51.0

69.8 65.4 67.4

62.8 55.9 59.8

70.2 66.1 68.8

○

○ 将来の夢や目標を持っていますか。

○

国語Ａ

教科の正答率
項目

国語Ｂ

数学Ａ

数学Ｂ

総合

自分には良いところがあると思いますか。

普段(月～金曜日)、１日当たりどれくらいの時間、テレビやビデオ・
ＤＶＤを見たり、聞いたりしますか(テレビゲームをする時間は除く)。
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　全国学力・学習状況調査が、県内の小学校６年生・中学校３年生を 対象に、４月22日に県下一斉に実施されました。学力調査は国語・算
数（数学）の２教科についてのＡ問題（主として「知識」に関する問 題）とＢ問題（主として「活用」に関する問題)、学習状況調査は学
校や家庭での様子をたずねる問題です。
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改善策
〈家庭学習時間について〉
　家庭学習の充実は、学力の定着には不可欠なものです。ま
ずは家庭学習時間の確保が必要となります。しかし、奈義中
の生徒はテレビ等の視聴時間が多い、平日に４時間以上視聴
している生徒は全国の２倍以上の割合になっています。中学
生であれば時間の管理は自分でできなければなりません。自
ら家庭学習時間を確保できるように考え、生活時間を工夫さ
せていきたいと思います。ご家庭でもご協力をお願いします。

〈将来の夢や目標について〉
　職場体験学習の取り組みを通してや学校生活の中でも目標
や計画を立てた取り組みなどにより、夢や目標を意識させる
ようにしています。しかし、生徒質問紙の結果から、キャリ
ア教育をさらに充実させていかなければなりません。そして、
自分らしく生き抜く力を養い、地域や社会に貢献できる人材
を育成していきたいと考えています。家庭でも将来について
話す機会をもっていただければありがたいと思います。

学習状況調査の考察
　朝食を食べる、同じ時刻での就寝・起床など生活習慣に関
わる項目では肯定的な回答の割合が全国を上回っています。
保護者の学校行事への参加についても大きく上回る結果でし
た。
　奈義町の子どもたちの課題であった自尊感情「自分には良
いところがある」について「当てはまる」の回答が県・全国
を上回る結果でした。行事等での生徒を中心とした主体的な
取り組みの成果と思われます。

〈課題〉
　休日に２時間以上の家庭学習をする生徒の割合が全国と比
べて12%少ない結果でした。宿題はほぼできています
(94.3%)が、それ以外の自主的な学習(特に復習)に課題があ
ります。
　体験的な活動の充実により、物事をやり遂げた満足感やチ
ャレンジ精神については全国を上回る結果ですが、将来の夢
や目標をもっている生徒の割合が全国を下回っています。

学力調査の考察
　奈義中学校３年生は、国語Ａおよび数学Ａ・数学Ｂ
で岡山県平均・全国平均を上回りました。国語Ｂでは、
県平均は上回ったものの全国平均にはわずかに及びま
せんでした。
　生徒質問紙の結果にも表れているように、全教科で
取り組んでいる授業のはじめに「目標(めあて)」を示
す(奈義中98.1% 県75.2% 全国71.5%)ことや、グル
ープでの話し合い活動(奈義中90.6% 県75.3% 全国
75.3%)など授業改善の取り組みの成果と考えています。

〈課題〉
　国語Ｂ問題については、生徒質問紙の結果から段落
や話のまとまりごとに内容を理解しながら読むことに
課題があります。現在行っている朝読書の工夫やグル
ープ学習を充実させていきたいと思います。

改善策
〈授業改善〉
　論理的な思考を育てるために、次のようなことに力を入れ
て授業改善を目指します。
・指導者が何を用いてどう説明すればよいかを明確に児童に

提示します。
・与えられた情報の中から必要な情報の選択ができるように

します。
・算数用語など、学習に必要な用語を使い正しいことばで話

すようにさせます。
・ワークシートや発表の仕方を工夫します。

〈家庭学習について〉
　家庭学習は、｢テレビを消して、ふさわしい場所で、決ま
った時間、毎日勉強する」ことができるよう、１学期には、
内容の見直しを行ったり、学校で宿題をさせてみて集中して
家庭学習をすることを体感させたりしました。２学期には学
習マラソンカードを使って意欲の向上を図ります。

学習状況調査の考察
　生活習慣に関わる項目については、概ね肯定的な回答が県
平均を上回っています。特に「物事を最後までやり遂げてう
れしかったことがある」｢学校に行くのが楽しい」については
肯定的な回答が大変高くなっています。また、これまで課題
であった、｢自分にはよいところがある」等の自己肯定感や自
尊感情に関わる項目についは、肯定的な解答が増えています。
　これは、学校行事や体験的な活動において、一人一人にめ
あてを持たせ、達成感が感じられるような活動の工夫をし、
丁寧に振り返りを行ってきたことの成果だと考えます。
　しかし言語活動についての苦手意識が強い、テレビの視聴
時間やゲームの時間が長く、家庭学習の時間(特に学校が休み
の日)が少ないという課題が見られました。今後は、家庭との
協力をより強めながら、改善を図っていきます。

学力調査の考察
　国語A・国語B・算数A・算数Bいずれも全国平
均・県平均を上回っています。特に、基礎学力であ
る国語A・算数Aは、県平均を大きく上回っていま
す。これは、授業での基礎基本の徹底や朝・放課
後・学期末や休業中の補充学習の充実を図った成果
だと思われます。また、無回答率も低くなっており、
学習に向かう力(学習意欲)の向上に向けた取り組み
の成果が現れています。しかし、依然として国語
B・算数Bの記述式問題を中心に正確な文章表現に
課題が見られます。今後は、自分の考えを図や式を
用いながら根拠をつけて順序よく正確に説明する論
理的思考力を鍛えると共に、話し合いや討論などを
通して論理を構成する力を育成する必要があると考
えます。
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った時間、毎日勉強する」ことができるよう、１学期には、
内容の見直しを行ったり、学校で宿題をさせてみて集中して
家庭学習をすることを体感させたりしました。２学期には学
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平均を上回っています。特に「物事を最後までやり遂げてう
れしかったことがある」｢学校に行くのが楽しい」については
肯定的な回答が大変高くなっています。また、これまで課題
であった、｢自分にはよいところがある」等の自己肯定感や自
尊感情に関わる項目についは、肯定的な解答が増えています。
　これは、学校行事や体験的な活動において、一人一人にめ
あてを持たせ、達成感が感じられるような活動の工夫をし、
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の日)が少ないという課題が見られました。今後は、家庭との
協力をより強めながら、改善を図っていきます。

学力調査の考察
　国語A・国語B・算数A・算数Bいずれも全国平
均・県平均を上回っています。特に、基礎学力であ
る国語A・算数Aは、県平均を大きく上回っていま
す。これは、授業での基礎基本の徹底や朝・放課
後・学期末や休業中の補充学習の充実を図った成果
だと思われます。また、無回答率も低くなっており、
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えます。
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2014.10月号 2014.10月号

今月は

宮内地区

サロン

第12回勝英地域畜産共進会・
第１１回勝英畜産物フェア開催

なぎ高原山彩村
　　　野菜づくり講習会
～秋冬野菜栽培管理について学ぶ～

センチピートグラスを活用した畦畔管理の省力化

奈義アグリネット第1回相互訪問・栽培研修会実施

なぎスポーツクラブ
「信州の山歩き」
なぎスポーツクラブ
「信州の山歩き」

第17回町長杯争奪
グラウンドゴルフ大会開催
第17回町長杯争奪

グラウンドゴルフ大会開催
町民ゲートボール大会

開　催
町民ゲートボール大会

開　催

乳牛の部優等賞の小童谷さん

たくさんの人で賑わう畜産物フェア

～(農)西原営農組合～

管理の省力化に取り組んでいる畦畔

研修会の様子（アスパラガスほ場を見学)

　８月30日、滝本グラウンドで第12回勝英地域畜産共進会と
第11回畜産物フェアが開催されました。共進会は「牛」の体
格や資質などを競うもので、当日は、勝英管内の和・乳牛計
24頭が出品されました。
　また、畜産物フェアも同時に開催され、特産品などを集め
たテント村では、なぎビーフや奈義町産おかやま黒豚の精肉
が販売されたほか、牛乳・卵の提供など勝英地域の畜産物の
PRも行われ、多くの家族連れなどで賑わいました。
　共進会での町内出品者の成績
は次のとおりです。(敬称略）
○乳牛の部優等賞
　第３部首席　小童谷　基行
○和牛の部１等賞
　第１部２席　　内藤　博史
　第２部首席　　有元　克義
　　〃　２席　　内藤　秀之
○乳牛の部１等賞
　第３部首席　　小林　利一
　　〃　２席　　大内　秀二
　　〃　３席　　定森　陽介
　第４部２席　　定森　光紀

　(農)西原営農組合では、昨年からセンチピートグラス（ム
カデ芝）を活用した畦畔管理の省力化に取り組まれています。
　センチピートグラスは、耐暑性、耐寒性にも優れ、雑草を
抑制する効力があり、播種後2週間ほどで芽が出て、適正に
管理ができれば約10年は生育するとのことで、約4,000㎡を
管理されています。
　野々上代表理事組合長は「種代等多少費用はかかるが、畦
畔管理の省力化につながるので非常に助かっている」と話さ
れていました。

　８月25日、奈義アグリネット第1回相互訪問・栽培研修会を実施しました。今年６月に設立以来最初の活動で、今
回は（農)西原営農組合と小阪四郎さん（滝本）のほ場で、それぞれの経営方法や栽培技術についての研修会を行い
ました。
　(農)西原営農組合では、組合の経営状況等について説
明の後、今年から新たな取組みとして始めた直播栽培に
よる水稲の省力・低コスト化やセンチピートグラスを活
用した畦畔管理の省力化等に取り組んでいるほ場を見学
しました。
　また、小阪さんの太陽光発電を活用した「日射制御型
拍動灌水装置」でアスパラガスを栽培管理しているほ場
を見学しました。

　8月26日、文化センターで、第3回野菜づく
り講習会を開催しました。
　この講習会は、町内生産者の栽培意欲や生産
性の向上、地域に適した野菜づくりの基礎を学
んでいただくために毎年開催しており、今回は、
｢秋冬野菜の栽培管理」をテーマに、勝英農業
普及指導センターの北田修三さんを講師にお迎
えし、白菜、大根、チンゲンサイ、ゴボウなど
の栽培管理方法について講習をしていただきま
した。
　参加した約50名の生産者は熱心に聴講し、質
疑応答では、適切な農薬の使用法や、出来高に
差の出ない栽培方法について相談されていまし
た。

　９月14日、奈義海洋クラブ「プールでＯＰヨット体
験教室」を奈義町Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで開催
しました。この活動には奈義小学校の４～５年生の10
名が参加し、ＯＰヨットの体験搭乗の他に水辺の安全
教室でライフジャケット泳、ペットボトルを使った救
助訓練を行いました。
　子どもたちは学校の授業では学ぶことの出来ない水
辺の活動を通じて海
洋性スポーツの楽し
さを体験しました。

　8月24日～25日、なぎスポーツクラブ会員22名が富
山県の立山で行われた「信州山歩き」に参加しました。
　初日は夕方に立山のふもと標高2,450ｍの室堂に着
き宿泊しました。
　翌日は出発が危ぶまれる天候でしたが、朝食を終え
るころには小雨になり、参加者はそれぞれのコンディ
ションに合わせ、標高3,015ｍの山頂を目指す人や中
間点を目指す人、宿周辺を散策する人などに分かれて、
思い思いの山歩きを楽しみました。

　地域の仲間が住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らし
ていけるように、各地区で地域サロンが盛り上がっていま
す。

　宮内地区サロンは、夫婦で参加する方もあ
り、男女の数が半々の和やかな雰囲気の中で
行われています。小さな地区だからこそ、参
加されていない方への声かけや、コミュニケ
ーションを大切に活動していこうと、いつも
前向きに取り組んでいます。

仲間バンザイ！ サロンにおじゃま♪
　　　　　　　　　　　　　　　 ～ みんな活き生き地域サロン ～

奈義海洋クラブ活動
「プールでＯＰヨット体験教室」

　９月10日、奈義町体育協会主催「町民ゲートボール
大会」が屋内ゲートボール場すぱーく奈義で開催され
ました。大会は全５チームによるリーグ戦で行われ、
選手の皆さんは和気あいあいとした和やかな雰囲気の
中で日頃の練習の成果を発揮しました。
　結果は次のとおりです。
優　  勝　西原Ａチーム
準 優 勝　久　常チーム
第 ３ 位　豊　沢チーム

　９月21日、奈義町教育委員会主催の「第17回町長杯
争奪グラウンドゴルフ大会」が総合運動公園グラウン
ドゴルフ場で開催されました。当日67名が参加し、選
手の皆さんは天候に恵まれて元気に活き活きとプレー
を楽しみました。
　結果は次のとおりです。
　　　　　　　（敬称略）
優　  勝　花房　巍樹　
準 優 勝　延原　忠義　
第 ３ 位　鈴木　倫夫
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今月は

宮内地区

サロン

第12回勝英地域畜産共進会・
第１１回勝英畜産物フェア開催

なぎ高原山彩村
　　　野菜づくり講習会
～秋冬野菜栽培管理について学ぶ～

センチピートグラスを活用した畦畔管理の省力化

奈義アグリネット第1回相互訪問・栽培研修会実施

なぎスポーツクラブ
「信州の山歩き」
なぎスポーツクラブ
「信州の山歩き」

第17回町長杯争奪
グラウンドゴルフ大会開催
第17回町長杯争奪

グラウンドゴルフ大会開催
町民ゲートボール大会

開　催
町民ゲートボール大会

開　催

乳牛の部優等賞の小童谷さん

たくさんの人で賑わう畜産物フェア

～(農)西原営農組合～

管理の省力化に取り組んでいる畦畔

研修会の様子（アスパラガスほ場を見学)

　８月30日、滝本グラウンドで第12回勝英地域畜産共進会と
第11回畜産物フェアが開催されました。共進会は「牛」の体
格や資質などを競うもので、当日は、勝英管内の和・乳牛計
24頭が出品されました。
　また、畜産物フェアも同時に開催され、特産品などを集め
たテント村では、なぎビーフや奈義町産おかやま黒豚の精肉
が販売されたほか、牛乳・卵の提供など勝英地域の畜産物の
PRも行われ、多くの家族連れなどで賑わいました。
　共進会での町内出品者の成績
は次のとおりです。(敬称略）
○乳牛の部優等賞
　第３部首席　小童谷　基行
○和牛の部１等賞
　第１部２席　　内藤　博史
　第２部首席　　有元　克義
　　〃　２席　　内藤　秀之
○乳牛の部１等賞
　第３部首席　　小林　利一
　　〃　２席　　大内　秀二
　　〃　３席　　定森　陽介
　第４部２席　　定森　光紀

　(農)西原営農組合では、昨年からセンチピートグラス（ム
カデ芝）を活用した畦畔管理の省力化に取り組まれています。
　センチピートグラスは、耐暑性、耐寒性にも優れ、雑草を
抑制する効力があり、播種後2週間ほどで芽が出て、適正に
管理ができれば約10年は生育するとのことで、約4,000㎡を
管理されています。
　野々上代表理事組合長は「種代等多少費用はかかるが、畦
畔管理の省力化につながるので非常に助かっている」と話さ
れていました。

　８月25日、奈義アグリネット第1回相互訪問・栽培研修会を実施しました。今年６月に設立以来最初の活動で、今
回は（農)西原営農組合と小阪四郎さん（滝本）のほ場で、それぞれの経営方法や栽培技術についての研修会を行い
ました。
　(農)西原営農組合では、組合の経営状況等について説
明の後、今年から新たな取組みとして始めた直播栽培に
よる水稲の省力・低コスト化やセンチピートグラスを活
用した畦畔管理の省力化等に取り組んでいるほ場を見学
しました。
　また、小阪さんの太陽光発電を活用した「日射制御型
拍動灌水装置」でアスパラガスを栽培管理しているほ場
を見学しました。

　8月26日、文化センターで、第3回野菜づく
り講習会を開催しました。
　この講習会は、町内生産者の栽培意欲や生産
性の向上、地域に適した野菜づくりの基礎を学
んでいただくために毎年開催しており、今回は、
｢秋冬野菜の栽培管理」をテーマに、勝英農業
普及指導センターの北田修三さんを講師にお迎
えし、白菜、大根、チンゲンサイ、ゴボウなど
の栽培管理方法について講習をしていただきま
した。
　参加した約50名の生産者は熱心に聴講し、質
疑応答では、適切な農薬の使用法や、出来高に
差の出ない栽培方法について相談されていまし
た。

　９月14日、奈義海洋クラブ「プールでＯＰヨット体
験教室」を奈義町Ｂ＆Ｇ海洋センターのプールで開催
しました。この活動には奈義小学校の４～５年生の10
名が参加し、ＯＰヨットの体験搭乗の他に水辺の安全
教室でライフジャケット泳、ペットボトルを使った救
助訓練を行いました。
　子どもたちは学校の授業では学ぶことの出来ない水
辺の活動を通じて海
洋性スポーツの楽し
さを体験しました。

　8月24日～25日、なぎスポーツクラブ会員22名が富
山県の立山で行われた「信州山歩き」に参加しました。
　初日は夕方に立山のふもと標高2,450ｍの室堂に着
き宿泊しました。
　翌日は出発が危ぶまれる天候でしたが、朝食を終え
るころには小雨になり、参加者はそれぞれのコンディ
ションに合わせ、標高3,015ｍの山頂を目指す人や中
間点を目指す人、宿周辺を散策する人などに分かれて、
思い思いの山歩きを楽しみました。

　地域の仲間が住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らし
ていけるように、各地区で地域サロンが盛り上がっていま
す。

　宮内地区サロンは、夫婦で参加する方もあ
り、男女の数が半々の和やかな雰囲気の中で
行われています。小さな地区だからこそ、参
加されていない方への声かけや、コミュニケ
ーションを大切に活動していこうと、いつも
前向きに取り組んでいます。

仲間バンザイ！ サロンにおじゃま♪
　　　　　　　　　　　　　　　 ～ みんな活き生き地域サロン ～

奈義海洋クラブ活動
「プールでＯＰヨット体験教室」

　９月10日、奈義町体育協会主催「町民ゲートボール
大会」が屋内ゲートボール場すぱーく奈義で開催され
ました。大会は全５チームによるリーグ戦で行われ、
選手の皆さんは和気あいあいとした和やかな雰囲気の
中で日頃の練習の成果を発揮しました。
　結果は次のとおりです。
優　  勝　西原Ａチーム
準 優 勝　久　常チーム
第 ３ 位　豊　沢チーム

　９月21日、奈義町教育委員会主催の「第17回町長杯
争奪グラウンドゴルフ大会」が総合運動公園グラウン
ドゴルフ場で開催されました。当日67名が参加し、選
手の皆さんは天候に恵まれて元気に活き活きとプレー
を楽しみました。
　結果は次のとおりです。
　　　　　　　（敬称略）
優　  勝　花房　巍樹　
準 優 勝　延原　忠義　
第 ３ 位　鈴木　倫夫

15



2014.10月号 2014.10月号

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.50　倉重光則（美術家）

◇日　時　10月18日(土）　午後2時30分～午後4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　チケット制 300円(飲み物付／入館料は別途必要）
◇作家が自作について語ります。

■関連企画

※60歳～64歳までの間に献血の経験がある方は、69歳まで献血が可能です。

●問い合わせ先　保健相談センター  ☎36-6700

●問い合わせ先
　海洋センター　☎36-3300
　ムラサキスポーツイオンモール倉敷店
　　　　　　　　　　　☎086-435-5551

◇午後4時～（約40分）
　水野俊介による5弦ウッドベース演奏「不確定性正方形」

年　　　齢
体　　　重

400mℓ献血
献　　血　　の　　基　　準

18歳～64歳
男女とも50kg以上

献血の種類

ＭＵＲＡＳＡＫＩ
ＯＫＡＹＡＭＡ
ＳＫＡＴＥ
ＪＡＭ ２０１４

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855

●期　間　10月18日(土)～11月16日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  ※ただし、常設との共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

「未完の地図」倉重光則　
～荒川修作のいる場所で～

増
額
率

支
給
率

142％

70歳
69歳

68歳
67歳66歳65歳64歳63歳62歳61歳

70％

60歳

76％ 82％ 88％ 94％ 100％ 108.4％
116.8％ 125.2％ 133.6％

支
給
率

減
額
率

　奈義町文化協会員による、作品制作、芸能活動の集大成を一堂に発
表する、生涯学習フェスティバルを開催します。
　文化部の書道、絵画、日本画や、芸能部の大正琴、混声合唱、舞踊
など、生涯学習教室で活動されている方の日ごろの成果が発表されま
すので、是非ご来場ください。
●日時　文　化　展　11月１日(土）～ ３日(月・祝）
　　　　　　　　　　午前９時～午後７時（最終日は午後４時まで)
　　　　芸能発表会　11月３日(月・祝）
　　　　　　　　　　午前10時～午後３時頃
●会場　奈義町文化センター
●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

奈義町生涯学習フェスティバル

e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp　http://www.town.nagi.okayama.jp/moca/　奈義町現代美術館facebook

　ネオン管を使ったライト・アート表現の先駆者として国際的な活躍を見
せる神奈川県在住の美術家・倉重光則氏による、岡山県内では初の本格的
な個展を開催します。多数のネオン管を中心にした空間演出により、ギャ
ラリー内は今まで体感したことがない劇的な表情を見せ、観る人を包み込
んでくれるでしょう。

奈義町町制施行60周年記念／奈義町現代美術館開館20周年記念

パンジー＆ビオラまつり
　なぎ山草園によるパンジーやビオラの展示・販売で
す。秋のガーデニングにぴったりの寄せ植えや苗の販
売はもちろん、植え付けの相談もお受けします。

●期　間　10月25日㈯ ～ 26日㈰
　　　　　　午前9時30分～午後5時

（26日は午後４時まで）
●場　所　那岐山麓山の駅
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅 ☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課 ☎36-4114

●日　時　11月4日㈫
●受　付　午後1時 ～ 午後4時30分
●場　所　役場庁舎　１階ロビー

　血液は、同じ血液型でも一人ひとり微妙に異なります。
　輸血を受ける患者さんのためには、できるだけ少ない献血者
の方からの血液パックを輸血したほうが、副作用（発熱や発疹
など）やウイルス感染リスクを軽減させることができます。
　たとえば、800㎖を輸血する場合、200㎖献血では4人分の
血液が必要ですが、400㎖献血では2人分の血液で済むため、
より安全な輸血となります。

　老齢基礎年金は、原則として65歳から受給で
きるものですが、60歳から64歳までのいつから
でも早めに受けることができます。これを「繰上
げ受給」といい、65歳から受給できる本来の額
よりも少ない額を受けることになります。また反
対に「繰下げ受給」は70歳になるまでの間に受
給しはじめるもので、その分増額した年金が受け
られる制度です。

【昭和16年4月2日以降生まれの人】
　65歳を基準として１か月
早めるごとに0.5％減額、１
ヶ月遅く申請するごとに0.7
％の率で増額されます。
■繰上げ請求の注意点
・繰上げ後に障害者となっ
た時でも障害基礎年金は原則として請求できません。
・遺族年金は65歳までどちらか選択になります。
・寡婦年金の請求はできなくなります。
・特別支給の老齢厚生（退職共済）年金のうち基礎年金相当
額の支給が停止されます。
などデメリットもありますので、注意が必要です。
詳しくは年金事務所にご相談ください。
●問い合わせ先　津山年金事務所　☎31-2360

老齢基礎年金の
　繰上げ受給・繰下げ受給

年齢18歳以上、体重50㎏以上の方は、ぜひ献血にご協力ください！

●日　　時　10月18日㈯
　　　　　　受付　10：00～11：00
　　　　　　開会　11：10～
●場　　所
　奈義町総合運動公園　スケートボード場
●大会内容
　1ヒート3人・3分でのジャムセッション
●ク ラ ス
　オープンクラス30名　ビギナークラス30名

入場
無料

秋の山野草展
　なぎ山野草の会による山野草の展示・販売です。秋
を彩る繊細な山野草の世界をご堪能ください。当日は
山野草の苗を使った苔玉つくりも体験していただけます。

●期　間　11月1日㈯ ～ 2日㈰
　　　　　　午前9時30分～午後5時

（2日は午後４時まで）
●場　所　那岐山麓山の駅
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅 ☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課 ☎36-4114

入場
無料

（苔玉つくりは
　苗代＋500円）

●期　間　10月8日(水)～13日(月・祝)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
　画家・竹中信清氏に師事されている奈義・勝央絵画教室による合
同作品展です。風景や植物、心象風景など身近なモチーフを画面い
っぱいに描いた小品・大作など約50点を展示します。

第1回奈義・勝央絵画教室合同作品展

献血の
豆知識

　縁日や花火大会、祭礼、展示会など、不特定多数の人が参
加する催し等で、コンロやグリルを使った屋台を出すとき
は、事前に津山圏域消防組合に「露店等の開設届」の提出が
必要となり、併せて消火器の備え付けが必要となります。
　親戚や近所の人だけで行うバーベキューや幼稚園等で父母
や園児を対象に行う催し、特定の者のみで行う町内会行事な
ど、集まる人の範囲が個人的なつながりにとどまる場合は届
出の必要はありません。
　届出書は、ホームページからダウンロードするか、津山圏
域消防組合日本原出張所にあります。詳しいことは、津山圏
域消防組合までお問い合わせください。

　ホームページアドレス
　　http://www.119tsuyama.jp/s-jyorei.html

●問い合わせ先　津山圏域消防組合 予防課　☎31-1262

お祭りや行事で屋台を出すときは
届出が必要になります
  ～津山圏域消防組合火災予防条例
　　　　　　　　　　改正により義務化～

 IN 奈義スケートパーク
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◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。
　（※学芸員不在の場合もありますのでご了承ください｡）

ARTIST×CAFE　Vol.50　倉重光則（美術家）

◇日　時　10月18日(土）　午後2時30分～午後4時
◇場　所　奈義町現代美術館 喫茶室
◇参加料　チケット制 300円(飲み物付／入館料は別途必要）
◇作家が自作について語ります。

■関連企画

※60歳～64歳までの間に献血の経験がある方は、69歳まで献血が可能です。

●問い合わせ先　保健相談センター  ☎36-6700

●問い合わせ先
　海洋センター　☎36-3300
　ムラサキスポーツイオンモール倉敷店
　　　　　　　　　　　☎086-435-5551

◇午後4時～（約40分）
　水野俊介による5弦ウッドベース演奏「不確定性正方形」

年　　　齢
体　　　重

400mℓ献血
献　　血　　の　　基　　準

18歳～64歳
男女とも50kg以上

献血の種類

ＭＵＲＡＳＡＫＩ
ＯＫＡＹＡＭＡ
ＳＫＡＴＥ
ＪＡＭ ２０１４

●問い合わせ先　奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855

●期　間　10月18日(土)～11月16日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  ※ただし、常設との共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

「未完の地図」倉重光則　
～荒川修作のいる場所で～

増
額
率

支
給
率

142％

70歳
69歳

68歳
67歳66歳65歳64歳63歳62歳61歳

70％

60歳

76％ 82％ 88％ 94％ 100％ 108.4％
116.8％ 125.2％ 133.6％

支
給
率

減
額
率

　奈義町文化協会員による、作品制作、芸能活動の集大成を一堂に発
表する、生涯学習フェスティバルを開催します。
　文化部の書道、絵画、日本画や、芸能部の大正琴、混声合唱、舞踊
など、生涯学習教室で活動されている方の日ごろの成果が発表されま
すので、是非ご来場ください。
●日時　文　化　展　11月１日(土）～ ３日(月・祝）
　　　　　　　　　　午前９時～午後７時（最終日は午後４時まで)
　　　　芸能発表会　11月３日(月・祝）
　　　　　　　　　　午前10時～午後３時頃
●会場　奈義町文化センター
●問い合わせ先　奈義町文化センター　☎36-3034

奈義町生涯学習フェスティバル

e-mail:nagimoca@town.nagi.okayama.jp　http://www.town.nagi.okayama.jp/moca/　奈義町現代美術館facebook

　ネオン管を使ったライト・アート表現の先駆者として国際的な活躍を見
せる神奈川県在住の美術家・倉重光則氏による、岡山県内では初の本格的
な個展を開催します。多数のネオン管を中心にした空間演出により、ギャ
ラリー内は今まで体感したことがない劇的な表情を見せ、観る人を包み込
んでくれるでしょう。

奈義町町制施行60周年記念／奈義町現代美術館開館20周年記念

パンジー＆ビオラまつり
　なぎ山草園によるパンジーやビオラの展示・販売で
す。秋のガーデニングにぴったりの寄せ植えや苗の販
売はもちろん、植え付けの相談もお受けします。

●期　間　10月25日㈯ ～ 26日㈰
　　　　　　午前9時30分～午後5時

（26日は午後４時まで）
●場　所　那岐山麓山の駅
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅 ☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課 ☎36-4114

●日　時　11月4日㈫
●受　付　午後1時 ～ 午後4時30分
●場　所　役場庁舎　１階ロビー

　血液は、同じ血液型でも一人ひとり微妙に異なります。
　輸血を受ける患者さんのためには、できるだけ少ない献血者
の方からの血液パックを輸血したほうが、副作用（発熱や発疹
など）やウイルス感染リスクを軽減させることができます。
　たとえば、800㎖を輸血する場合、200㎖献血では4人分の
血液が必要ですが、400㎖献血では2人分の血液で済むため、
より安全な輸血となります。

　老齢基礎年金は、原則として65歳から受給で
きるものですが、60歳から64歳までのいつから
でも早めに受けることができます。これを「繰上
げ受給」といい、65歳から受給できる本来の額
よりも少ない額を受けることになります。また反
対に「繰下げ受給」は70歳になるまでの間に受
給しはじめるもので、その分増額した年金が受け
られる制度です。

【昭和16年4月2日以降生まれの人】
　65歳を基準として１か月
早めるごとに0.5％減額、１
ヶ月遅く申請するごとに0.7
％の率で増額されます。
■繰上げ請求の注意点
・繰上げ後に障害者となっ
た時でも障害基礎年金は原則として請求できません。
・遺族年金は65歳までどちらか選択になります。
・寡婦年金の請求はできなくなります。
・特別支給の老齢厚生（退職共済）年金のうち基礎年金相当
額の支給が停止されます。
などデメリットもありますので、注意が必要です。
詳しくは年金事務所にご相談ください。
●問い合わせ先　津山年金事務所　☎31-2360

老齢基礎年金の
　繰上げ受給・繰下げ受給

年齢18歳以上、体重50㎏以上の方は、ぜひ献血にご協力ください！

●日　　時　10月18日㈯
　　　　　　受付　10：00～11：00
　　　　　　開会　11：10～
●場　　所
　奈義町総合運動公園　スケートボード場
●大会内容
　1ヒート3人・3分でのジャムセッション
●ク ラ ス
　オープンクラス30名　ビギナークラス30名

入場
無料

秋の山野草展
　なぎ山野草の会による山野草の展示・販売です。秋
を彩る繊細な山野草の世界をご堪能ください。当日は
山野草の苗を使った苔玉つくりも体験していただけます。

●期　間　11月1日㈯ ～ 2日㈰
　　　　　　午前9時30分～午後5時

（2日は午後４時まで）
●場　所　那岐山麓山の駅
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅 ☎36-8080
　　　　　　　　役場 産業振興課 ☎36-4114

入場
無料

（苔玉つくりは
　苗代＋500円）

●期　間　10月8日(水)～13日(月・祝)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）
●場　所　奈義町現代美術館ギャラリー
　画家・竹中信清氏に師事されている奈義・勝央絵画教室による合
同作品展です。風景や植物、心象風景など身近なモチーフを画面い
っぱいに描いた小品・大作など約50点を展示します。

第1回奈義・勝央絵画教室合同作品展

献血の
豆知識

　縁日や花火大会、祭礼、展示会など、不特定多数の人が参
加する催し等で、コンロやグリルを使った屋台を出すとき
は、事前に津山圏域消防組合に「露店等の開設届」の提出が
必要となり、併せて消火器の備え付けが必要となります。
　親戚や近所の人だけで行うバーベキューや幼稚園等で父母
や園児を対象に行う催し、特定の者のみで行う町内会行事な
ど、集まる人の範囲が個人的なつながりにとどまる場合は届
出の必要はありません。
　届出書は、ホームページからダウンロードするか、津山圏
域消防組合日本原出張所にあります。詳しいことは、津山圏
域消防組合までお問い合わせください。

　ホームページアドレス
　　http://www.119tsuyama.jp/s-jyorei.html

●問い合わせ先　津山圏域消防組合 予防課　☎31-1262

お祭りや行事で屋台を出すときは
届出が必要になります
  ～津山圏域消防組合火災予防条例
　　　　　　　　　　改正により義務化～
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男性のいきいき健幸教室生の募集

「
い
つ
ま
で
も
、
奈
義
町
で

　
　
　

元
気
に
暮
ら
し
た
い
！
」

  

そ
ん
な
男
性
を
応
援
し
ま
す
！

小  学  校

幼　稚　園

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

小　学　校

幼　稚　園

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

月日（曜日)
11月 ７日㈮
11月14日㈮
11月21日㈮
11月28日㈮
12月 ５日㈮
12月12日㈮
12月19日㈮
１月 ９日㈮
１月16日㈮
１月23日㈮
１月30日㈮
２月 ６日㈮
２月13日㈮
２月20日㈮

内　　　容
運動機能測定
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
栄養指導（調理実習）
運動と頭の体操
運動と頭の体操
お口の手入れと運動
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動機能測定
測定結果説明・修了式

時  間

13：30

15：30

回数

～

　町では、男性高齢者の方を対象に「男
性のいきいき健幸（健康）教室」を開催
します。
　教室では、家庭でも簡単にできる運動
を行い、足腰の筋力をつけて要介護状態
になるのを防ぐことや認知症やうつ病予
防のための仲間づくりを目的に行います。
　是非、教室に参加して元気なうちから
介護予防に取り組みましょう。あなたの
参加をお待ちしています。

  

★里芋のごまみそ和え（２人分）
　 ・里芋…………………… 160g
　　 ・みそ………………大さじ１ 
　　 ・砂糖………………大さじ１ 
　　 ・みりん……………大さじ１ 
　　 ・しょうゆ…………小さじ１ 
　 ・いりごま…………………少々

（1）調味料を鍋に入れ、弱火で焦げないように煮つめ
る。

（2）⑴に里芋といりごまを加えてからめる。

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

よちよち広場だより

●日　時　10月18日(土)  受付 9：45～10：00
●場　所　なぎチャイルドホーム
●定　員　12名（要予約）

●申し込み先　役場 健康福祉課　☎36-6700

●問い合わせ先　地域包括支援センター（保健相談センター内）
　　　　　　　　☎３６-４１１９　又は　☎36-6700

●場　所　奈義町保健相談センター
●対　象　65歳以上の男性

●定　員　20名

●参加費　1,500円
●申込み　10月31日㈮までに地域包括
　　　　　支援センターへお申込みくだ
　　　　　さい。

※軽い運動ができる服装でおいでください。
※12月12日は栄養指導です。エプロン等持参してください。

●日　程　　　　　　～ 平成26年度 ～

妊産婦歯科健診について
　９月から岡山県のモデル事業として妊産婦歯科健診を
無料で実施しています。
　妊娠中の口腔内環境の悪化は、生まれてくる子供の虫
歯形成に大きく影響し、歯周病菌は、早産・低体重児出
産のリスクを高めるといわれています。
　妊娠を機に、歯の健康について考え、予防の正しい知
識と方法をお子さんのためにも身につけていきましょう。
対象者　奈義町に住所があり、実施期間中に妊娠中、

または産後１年未満の方
　対象者には詳細等を個別通知しています。
●問い合わせ先　役場 健康福祉課　☎36-6700

　町では毎月、生後３か月から1歳６か月児の保護者を
対象に「よちよち広場」を開催しています。
　今月は、津山市の子どもの本とおもちゃの店ゆめさ
く店主の安東先生を講師に「子どもの心と頭の栄養と
なるおもちゃってなんだろう」をテーマに、子どもの
想像力、好奇心をはぐくむおもちゃについて一緒に考
えていきます。託児もありますので、ぜひご夫婦、ご
家族でご参加ください。

……皮をむき、レン
　　ジで加熱して火
　　を通す

　 くろぼこで育ったもっ
ちりとした里芋は煮っこ
ろがしやあえ物などの和
風料理の他、グラタン・
コロッケ・シチューなど
の洋風料理にも活躍しま
す。

　９月20日、｢全力つくせ優勝めざしてファイト一発」のスローガンのもと、奈義小学校秋季大運動会を開
催しました。
　児童たちは、児童会や５、６年生のリーダーを中心に毎日の準備・練習に一生懸命取り組み、学年ごとに
よる表現、種目、リレー、色別応援合戦など、練習するものがたくさんある中、いつも全力をつくして頑張
ってきました。
　当日は、多くの来賓・保護者・地域の皆様に応援していただく中で、練
習の成果を十分に発揮し元気いっぱいに工夫を凝らした、息のそろった素
晴らしい演技ができ、５、６年生のソーラン節・組体操は、ファイト一発
と力を込め心をひとつにして一体となった見事な演技でした。
　児童たちは、どの競
技も応援も、優勝めざ
して最後まで全力で取
り組むことができまし
た。会場の皆さんから
大きな拍手や声援をい
ただき、児童も教職員
も達成感いっぱいの１
日となりました。

　敬老の日にちなみ、毎年９月に祖父母参観日を行って
います。今回は運動会でがんばるかけっこやリレー、踊
りや竹馬を見てもらいました。今まで練習してきたこと
をおじいちゃん、おばあちゃんに見てもらうということ
で、子どもたちもいつも以上に張り切って踊ったり、一
生懸命走ったりしていました。｢踊りが揃っていて格好
良かった｡」｢リレーで転んでも一生懸命走っている姿や
最後まで諦めずに竹馬を頑張っている姿に感動した｡」
と頑張ったことをたくさん褒めてもらい、とても嬉しそ
うでした。関所ジャンケンというジャンケン遊びを一
緒にした時には、ジャンケンをするたびに「やった！
勝った！」｢あー、また負けた…｡」と盛り上がっていま
した。
　また、『とんぼのめがね』『おじいちゃん おばあちゃ
ん』『夕焼け小焼け』の歌をうたったり、ずいずいずっ
ころばしや肩たたきなどのふれあい遊びを楽しんだりも
しました。
　始めは緊張していた子どもたちもふれあって遊ぶ中で
自然と笑顔になり、同じグループになったおじいちゃん、
おばあちゃん達と仲良く遊ぶことができ、普段接する機
会が少ない子どもたちも祖父母参観日を通して親しみ、
優しさや温かさを感じることができたのではないかと思
います。

18

秋季大運動会　
全力つくせ 優勝めざしてファイト一発！！
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２
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７
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月日（曜日)
11月 ７日㈮
11月14日㈮
11月21日㈮
11月28日㈮
12月 ５日㈮
12月12日㈮
12月19日㈮
１月 ９日㈮
１月16日㈮
１月23日㈮
１月30日㈮
２月 ６日㈮
２月13日㈮
２月20日㈮

内　　　容
運動機能測定
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
栄養指導（調理実習）
運動と頭の体操
運動と頭の体操
お口の手入れと運動
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動と頭の体操
運動機能測定
測定結果説明・修了式

時  間

13：30

15：30

回数

～

　町では、男性高齢者の方を対象に「男
性のいきいき健幸（健康）教室」を開催
します。
　教室では、家庭でも簡単にできる運動
を行い、足腰の筋力をつけて要介護状態
になるのを防ぐことや認知症やうつ病予
防のための仲間づくりを目的に行います。
　是非、教室に参加して元気なうちから
介護予防に取り組みましょう。あなたの
参加をお待ちしています。

  

★里芋のごまみそ和え（２人分）
　 ・里芋…………………… 160g
　　 ・みそ………………大さじ１ 
　　 ・砂糖………………大さじ１ 
　　 ・みりん……………大さじ１ 
　　 ・しょうゆ…………小さじ１ 
　 ・いりごま…………………少々

（1）調味料を鍋に入れ、弱火で焦げないように煮つめ
る。

（2）⑴に里芋といりごまを加えてからめる。

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

よちよち広場だより

●日　時　10月18日(土)  受付 9：45～10：00
●場　所　なぎチャイルドホーム
●定　員　12名（要予約）

●申し込み先　役場 健康福祉課　☎36-6700

●問い合わせ先　地域包括支援センター（保健相談センター内）
　　　　　　　　☎３６-４１１９　又は　☎36-6700

●場　所　奈義町保健相談センター
●対　象　65歳以上の男性

●定　員　20名

●参加費　1,500円
●申込み　10月31日㈮までに地域包括
　　　　　支援センターへお申込みくだ
　　　　　さい。

※軽い運動ができる服装でおいでください。
※12月12日は栄養指導です。エプロン等持参してください。

●日　程　　　　　　～ 平成26年度 ～

妊産婦歯科健診について
　９月から岡山県のモデル事業として妊産婦歯科健診を
無料で実施しています。
　妊娠中の口腔内環境の悪化は、生まれてくる子供の虫
歯形成に大きく影響し、歯周病菌は、早産・低体重児出
産のリスクを高めるといわれています。
　妊娠を機に、歯の健康について考え、予防の正しい知
識と方法をお子さんのためにも身につけていきましょう。
対象者　奈義町に住所があり、実施期間中に妊娠中、

または産後１年未満の方
　対象者には詳細等を個別通知しています。
●問い合わせ先　役場 健康福祉課　☎36-6700

　町では毎月、生後３か月から1歳６か月児の保護者を
対象に「よちよち広場」を開催しています。
　今月は、津山市の子どもの本とおもちゃの店ゆめさ
く店主の安東先生を講師に「子どもの心と頭の栄養と
なるおもちゃってなんだろう」をテーマに、子どもの
想像力、好奇心をはぐくむおもちゃについて一緒に考
えていきます。託児もありますので、ぜひご夫婦、ご
家族でご参加ください。

……皮をむき、レン
　　ジで加熱して火
　　を通す

　 くろぼこで育ったもっ
ちりとした里芋は煮っこ
ろがしやあえ物などの和
風料理の他、グラタン・
コロッケ・シチューなど
の洋風料理にも活躍しま
す。
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2014.10月号 2014.10月号

行方

奈義ト
ンネル

淀　

川
関本

●蛇淵の滝
菩提寺
●

山
の
駅

●

高円

山王さんの
道しるべ

平成25年2月１日～平成25年4月30日生まれの幼児
乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

乳児健診
１歳６か月児健康教室
フッ素塗布

10：00～11：0010月７日㈫

10：30～11：3027日㈪

10：00～12：0020日㈪

いっしょにあそぼ!
（２～３歳児とその保護者対象）

｢子どもの話する時間｣（情報交換会）

おないどしきんちゃい
（就園前の子どもとその保護者対象）

10：30～11：0014日㈫ 音遊び

10：30～11：3023日㈭ ０・１歳児あつまれ !

13：00～13：3010月８日㈬

13：15～13：45
13：00～13：3015日㈬

平成26年5月１日～平成26年7月31日生まれの乳児

よちよち広場(要申込)9：45～10：0018日㈯ 生後３か月～生後１歳６か月の保護者

◎開 館 時 間　8：30～17：00
◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

なぎチャイルドホーム

【注意】10月６日㈪はお休みします。
９日と16日は思春期ふれあい体験のため、午前中お休みします。

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

文化
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700

（
道
し
る
べ
）

～図書館からのお願い～

79

こんなに大きくなりました
　  歳で～す

平成25年９月生まれ

N

つどい
の広場

「ちゅ
くしん

ぼ」

場所

なぎチ
ャイル

ド

ホーム
つどいの広場
ちゅくしんぼ

おないどし
きんちゃい
10月20日（月）
「運動公園をお散歩しよう‼

」

10：00～12：00
※現地集合

就園前の親子の時
間を

同級生仲間と楽し
く遊んだり、

お話して過ごしま
しょう

たくさん
のご参加

を

お待ちし
ています

！

　・レシピの切り取られた料理本
　・梱包テープ等で貼られた絵本のページ
　・落書き
　・濡れた本　など
　皆さんが気持ちよく利用できるよう、もう一度利用のマ
ナーについて考えてみてください。
　図書館の本は皆さんのものです。ご理解ご協力よろしく
お願いします。

　汚れたり破れてしまった場合は、図書館受付へそのまま
お持ちください。

本が泣いています。
～汚損・破損資料の展示～

たくさんの義援金をありがとうございます
～広島土砂災害義援金～

　被災地の一刻も早い復旧の一助としていただくため、
義援金を９月１日から役場１階ロビーで受付を行ってお
り、９月12日に第１回目268,994円を岡山県共同募金会
を通じて被災地へ送金しました。
 今後も、引き続き受付をしていますので、町民皆様の温
かいご支援をよろしくお願いします。
受付時間　午前８時30分～午後５時15分(土、日、祝日を除く)
受付場所　役場　２階　総務課
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10：00～11：0010月７日㈫

10：30～11：3027日㈪
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（２～３歳児とその保護者対象）
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13：15～13：45
13：00～13：3015日㈬

平成26年5月１日～平成26年7月31日生まれの乳児

よちよち広場(要申込)9：45～10：0018日㈯ 生後３か月～生後１歳６か月の保護者

◎開 館 時 間　8：30～17：00
◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

なぎチャイルドホーム

【注意】10月６日㈪はお休みします。
９日と16日は思春期ふれあい体験のため、午前中お休みします。

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者

文化
センター

場　所

毎週月～金曜日
時　　間
10：00～15：00

対 象 者 ・ 内 容
乳幼児と保護者の情報交換と交流

月 日

※主に小学生以下のお子様と妊婦
　を対象とした行事を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700

（
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べ
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　皆さんが気持ちよく利用できるよう、もう一度利用のマ
ナーについて考えてみてください。
　図書館の本は皆さんのものです。ご理解ご協力よろしく
お願いします。

　汚れたり破れてしまった場合は、図書館受付へそのまま
お持ちください。

本が泣いています。
～汚損・破損資料の展示～

たくさんの義援金をありがとうございます
～広島土砂災害義援金～

　被災地の一刻も早い復旧の一助としていただくため、
義援金を９月１日から役場１階ロビーで受付を行ってお
り、９月12日に第１回目268,994円を岡山県共同募金会
を通じて被災地へ送金しました。
 今後も、引き続き受付をしていますので、町民皆様の温
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2014.10月号2014.10月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

８

月

累　

計

0
件

3
件

８

月

累　

計

4
件

59
件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
2件

建　物
林　野
その他

1件
2件
0件

建　物
林　野
その他

38件
5件
16件

８月
累計

件　　数 搬送人員
19件
194件

19人
187人

件　　数 搬送人員
622件
4,937件

594人
4,584人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成26年８月31日現在

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

お誕生おめでとうございます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医

△

建設上下水道課
(土木建設)
(上下水道)

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成26年９月１日現在）

2,488世帯

6,234

人
人

男
女

人
（先月比較 －32） 

3,052
3,182

滝　本　・　田　中　竜　太
　　　　　　　　　　桃　子（津山市）

滝　本　・　有　宗　キク代（85歳）
荒内西　・　岸　本　　　豊（74歳）
西　原　・　野々上　　　勝（88歳）
豊　沢　・　島　野　　　章（84歳）
成　松　・　松　原　　　初（90歳）

10

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10月
5日

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

12日

13日

19日

26日●11月号は10月10日㈮が締め切りです。また、町・広
　報委員会に対するご意見・ご提案を募集しています。

滝　本　・　仙　波　　　凛　ちゃん
　　　　　　　　　　　（洋介・美幸）

荒内西　・　堀　家　瑞　樹　ちゃん
　　　　　　　　　　　（勇樹・裕加）

滝　本　・　林　原　志　知　くん
　　　　　　　　　　　（吉宏・久美子）

（保健相談センター）

香典返しとして
荒内西・黒　田　　　章（亡父・貞太郎）
高　円・山　下　佳　子（亡夫・博文）
宮　内・粟　井　　　司（亡父・勇志）
豊　沢・森　安　拓　郎（亡母・常代）

社会福祉のために
広　岡・㈲宝興産 奈義町営業所

  　　　 りん

　み　ず　き

 もと　　はる

●
日
時　

10
月
17
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
委

員
児
童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

た
、
乳
が
ん
は
生
活
習
慣
で
も
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
‼

　
　
☆
乳
が
ん
を
防
ぐ
生
活
習
慣
☆

　

①
動
物
性
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
す
る

　

②
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
、
肥
満
を
防
ぐ

　

③
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
る

　

④
喫
煙
を
ひ
か
え
る

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

健
康
福
祉
課　

☎
36
︲
６
７
０
０

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

■『
里
親
』
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
て
育
て
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
で
す
。

■『
里
親
制
度
』
と
は
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、

公
的
な
役
割
と
し
て
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。
児
童
養
護
施
設

な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
に
安
定
し
た

子
ど
も
時
代
を
提
供
す
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

■
温
か
い
家
庭
の
味
を
知
ら
ず
、
里
親
さ
ん
と

の
暮
ら
し
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
子
ど
も
が

い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
子
育
て
が

一
段
落
つ
い
た
方
、
子
育
て
経
験
を
生
か
し

22

　

10
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す
。

　

女
性
の
み
な
さ
ん
は
毎
月
自
己
検
診
を
し
て

い
ま
す
か
？

　

毎
月
の
自
己
検
診
は
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見

に
つ
な
が
り
ま
す
。
月
経
の
あ
る
人
は
、
生
理

が
終
わ
っ
た
１
週
間
後
の
乳
房
が
張
っ
て
い
な

い
時
期
、
閉
経
後
の
人
は
記
念
日
な
ど
の
覚
え

や
す
い
１
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

22

■
里　

親　

月　

間 

■
乳　

が　

ん　

月　

間



2014.10月号2014.10月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

８

月

累　

計

0
件

3
件

８

月

累　

計

4
件

59
件

建　物
林　野
その他

0件
0件
0件

建　物
林　野
その他

2件
0件
2件

建　物
林　野
その他

1件
2件
0件

建　物
林　野
その他

38件
5件
16件

８月
累計

件　　数 搬送人員
19件
194件

19人
187人

件　　数 搬送人員
622件
4,937件

594人
4,584人

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成26年８月31日現在

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

８月16日 ～ ９月15日受付
（敬称略）

ご結婚おめでとうございます

死亡おくやみ申し上げます

意見・提案
「サークル紹介」

募  集

お誕生おめでとうございます

各課直通ダイヤル
ご用の課へ直接電話してください

休　日　当　番　医
△

建設上下水道課
(土木建設)
(上下水道)

出 納 室

総 務 課

議会事務局

海洋センター

税務住民課

演習場対策室

健康福祉課

ビ カ リ ア
ミュージアム
那 岐 山 麓
山 の 駅

教育総務課

美 術 館
図 書 館

文化センター

ウォーキングプール

地域包括支援
セ ン タ ー 36-4119

産 業 振興課

（平成26年９月１日現在）

2,488世帯

6,234

人
人

男
女

人
（先月比較 －32） 

3,052
3,182

滝　本　・　田　中　竜　太
　　　　　　　　　　桃　子（津山市）

滝　本　・　有　宗　キク代（85歳）
荒内西　・　岸　本　　　豊（74歳）
西　原　・　野々上　　　勝（88歳）
豊　沢　・　島　野　　　章（84歳）
成　松　・　松　原　　　初（90歳）

10

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

野 々 上 医 院
奈義町　☎36 -8282

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

10月
5日

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

太 平 台 医 院
勝央町　☎38 -5775

大 村 医 院
勝央町　☎38 -2058

小 坂 田 医 院
勝央町　☎38 -2043

さ と う 記 念 病 院
勝央町　☎38 -6688

12日

13日

19日

26日●11月号は10月10日㈮が締め切りです。また、町・広
　報委員会に対するご意見・ご提案を募集しています。

滝　本　・　仙　波　　　凛　ちゃん
　　　　　　　　　　　（洋介・美幸）

荒内西　・　堀　家　瑞　樹　ちゃん
　　　　　　　　　　　（勇樹・裕加）

滝　本　・　林　原　志　知　くん
　　　　　　　　　　　（吉宏・久美子）

（保健相談センター）

香典返しとして
荒内西・黒　田　　　章（亡父・貞太郎）
高　円・山　下　佳　子（亡夫・博文）
宮　内・粟　井　　　司（亡父・勇志）
豊　沢・森　安　拓　郎（亡母・常代）

社会福祉のために
広　岡・㈲宝興産 奈義町営業所

  　　　 りん

　み　ず　き

 もと　　はる

た
い
方
な
ど
、
里
親
制
度
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
８
︲
０
０
０
４

　

津
山
市
山
北
２
８
８
︲
１

　

津
山
児
童
相
談
所　

子
ど
も
支
援
課

　

☎
23
︲
５
１
３
１

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法

に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し

て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者

の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設

業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ
ば
業
界
全

体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺
体
を
医
・
歯

学
生
の
解
剖
実
習
の
た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で

提
供
す
る
こ
と
で
す
。

　

遺
体
は
死
後
、
大
学
に
迎
え
ら
れ
ま
す
。
解

剖
実
習
終
了
後
、
大
学
で
火
葬
し
、
死
後
１
年

か
ら
１
年
半
後
に
遺
骨
を
遺
族
に
お
返
し
し
ま

す
。

　

献
体
に
は
、
家
族
や
親
戚
の
同
意
が
必
要
で

す
の
で
、
十
分
に
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を
知
る
た
め
の

大
切
な
学
問
で
す
。
医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た

め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

と
も
し
び
会
（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

　

☎
０
８
６
︲
２
３
５
︲
７
０
９
２

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

★
特
長

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み

手
続
は
簡
単
で
す
。

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

◎
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま
す
。

◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
法
人

は
損
金
、
個
人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱
わ

れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職
金
は
企
業
間
を

通
算
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

☆
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　
　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
支
部　

岡
山
市
北
区
平
和
町
5
︲
10

　
　
　
　
　
　

岡
山
建
設
会
館
内

　

独
立
行
政
法
人　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

岡
山
支
部

　

☎
０
８
６
︲
２
２
５
︲
４
１
３
３

23

→

■
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

建
退
共
制
度

■
献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い



2014.10月号

「広報なぎ」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

＝
役
場

　

  

＝
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

  

＝
図
書
館

　

  

＝
美
術
館

　

  

　
　
　

  

は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館
日

＝
山
の
駅

　
　＝
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

  

＝
ビ
カ
リ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
は
休
館
日

＝
文
化
セ
ン
タ
ー

　

  

＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　は
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
　（0868）36－4009http://www.town.nagi.okayama.jp/　　E-mail:soumu@town.nagi.okayama.jp
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20

平
成
26
年
10
月
号

　
　第

695
号

※日程は変更する場合がありますので必ずお確かめください。

1 2 3 4

7 85 6 9 10 11

12 13 14 15 17 18

19 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

302928

11 月

1　

役

今月の納税＝国民健康保険税(５期）
　　　　　　後期高齢者医療保険料(４期）
　　　　　　介護保険料(５期）
　　　　　※納期限は10月31日㈮
　　　　　※納付には口座振替が便利です！

日 月 火 水 木 金 土

奈義の朝市
  (山彩村 9：30～)
粗大ゴミ収集

（東山工業団地
　　9：00～16：00）

家電リサイクル収集
（すぱーく奈義
　 10：00～15：00）
長寿大学一日研修
短歌、日本画、
寺坂書道教室

日本原駐屯地創設
49周年記念式典

（日本原駐屯地
　　9：00～15：00）
華凜の会
陶芸教室

農業委員会
　　（　14：00～）
日本画教室

幼稚園園開放日
（14:30～16:00）
太鼓、大正琴教室
悠々クラブ
ブラスバンド

ノーレジ袋デー
滝川つくし幼稚園
保育園との交流
保育園お弁当の日
太鼓、大正琴、
パソコン、絵画教室

保育園運動会
　　　  （9：00～）
手編み、
太極拳教室
華凜の会

パンジー・ビオラ展
　  　(　 ～26日)
郷土おかやま12町村フェスティバル
(～26日 岡山後楽園西外園 10：00～15：00)
美作地区学童陸上記録会
太極拳教室

幼稚園参観日
小椋紘子人形展
　  　(　 ～26日)
小学校5年生秋の校外学習
大正琴、パソコン教室

行政・悩みごと・心配
ごと・教育相談日
  (　10：00～15：00）
人権教育研修講座

（第7回）（　15：30～）
小学校1・2年生
秋の校外学習

おはなしのへや
　　（　11：00～）
太極拳教室
華凜の会

図書館整理日なぎ昔話語りの会 あき
の公演(　 13：30～)
保育園参観日・ふれあいDAY
寺坂書道教室

体育の日
農林業祭「那岐山麓の
恵みまつり」(奈義中央
広場 10：00～15：00)
倉重光則展
　　(～11月16日)
(　9：00～17：00)
太極拳教室

奈義・勝央絵画
教室合同作品展
　　　　（～13日）

（　9：30～17：00）
詩吟、大正琴、俳句、
太鼓、英会話、扇舞、
押花教室

高脂血症予防教室
　　（　13：30～）
太鼓、詩吟、手芸、
英会話、大正琴、
扇舞、絵手紙教室

高脂血症予防教室
　　（　13：30～）
中学校中間テスト
　　　  （～23日）
英会話、大正琴、
寺坂書道、
扇舞教室

幼稚園園開放日
  (14：30～16：00)
高脂血症予防教室
　　（　13：30～）
保育園内科検診
英会話、大正琴、
扇舞教室

中学校お弁当の日華凜の会

自主防災組織総合
防災訓練（9：00～）
中学校合唱祭（10：30～）
秋の山野草展
　　　(　 ～2日)

悠々クラブ

太鼓、絵画、
大正琴教室
悠々クラブ

奈義生き活き体験
通学合宿（～10月3日）
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今月の目玉イベント

年金相談日
（美作市民センター
　 10：00～15：00）

高脂血症予防教室
（　13：30～）
太鼓、大正琴、
扇舞教室

子育てサロン（保育園）
囲碁教室

第50回奈義町体力
づくり町民運動会
(総合運動公園 9：00～)

春陽会(　10：00～）
ホワイトプラム
囲碁教室

春陽会(　10：00～）
小学校参観日
　 ・PTA講演会
囲碁・陶芸教室

天
地
34
ミ
リ
、左
右
25
ミ
リ

小椋紘子人形展小椋紘子人形展
　小椋紘子さん（美作市）による手作り人形展です。
　古布で丁寧に作られた表情豊かな温もりあふれる人形
たちが、江戸時代から昭和初期にかけての懐かしい日常
の一コマを見事に切り取り、古き良き日本の原風景を思
い起こさせます。

●期　間　10月24日㈮ ～ 26日㈰
　　　　　　午前10時～午後5時（26日は午後3時まで)
●場　所：那岐山麓山の駅
●問い合わせ先　那岐山麓山の駅 ☎36-8080
　　　　　　　　役場産業振興課 ☎36-4114

入場
無料

24


